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黒騎士様を、誠心誠意お守りします！




男装の従者への主人の愛が止まりません









［著］イシクロ

［イラスト］深山キリ
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「女王陛下万歳！」

「我らが女王に祝福を」

　青空の下、そんな声が四方八方から聞こえてくる。

　大通りの街頭には数えきれないほどの人々が居並び、頬を紅潮させて歓声を上げていた。

　若干二十の新女王の戴冠を祝うパレードだ。凛と背筋を伸ばす若い国主の馬を先頭に、勇ましい騎士たちが行進している。

　一群の前方は甲冑とマントに身を包んだ近衛騎士隊で、傍らに旗を掲げた騎士見習いを侍していた。全方位に注意を向けつつ行進する彼らが時折声援にも目を遣れば、そのたびに沿道からは黄色い悲鳴が聞こえてくる。

　そんな中、人々の視線の多くは一人の青年騎士へと向けられていた。

「ヘンドリック様こちらを見てぇー」

「黒騎士様！」

　さらりとした黒髪を心地よい風に吹かせた彼の薄い唇は、浴びるような声援にも一ミリも動かない。切れ長のその深い湖のような青い目は、祝いの声援を上げる人々ではなく前を進む女王陛下にまっすぐ向かっていた。

　着ている黒い甲冑は陽光を浴びて煌めき、彼の堅牢けんろうさと誠実さを表しているようだ。それを馬の傍らで見上げて、ロスリンは重い旗を持つ手に力を込めた。

（昨日甲冑を磨いて、朝早くから支度をした甲斐があった……！）

　主人への歓声は従者であるロスリンへの称賛である。そう思えば着ているぶかぶかの甲冑も苦にならない。

　ただせっかくの華々しい日なのだから、少しくらい愛想を見せてもよいのにとは思う。だが皆はそんな無愛想なところが素敵と、頬を染めていた。

「ヘンドリック様は相変わらず大人気だな」

　ひそりと声がかけられてロスリンはそちらを見た。騎士見習いのケントだ。明るい茶色い髪の彼の目にはいたずらっ子のような光が浮かんでいて、しばしば沿道に視線を向けてはウインクを送っている。

「ケント、集中しろよ」

「いいじゃないか、こんな大歓声の中で世間話なんて聞こえな……」

　そこまで言ってケントが口を閉じた。

　急に顔色を悪くした彼に次いでひやりと背筋が凍ったロスリンが横を見ると、馬上からロスリンの主人――ヘンドリック・ハウザー卿の青い目が見下ろしていた。

　鋭い視線が突き刺さるのを感じたロスリンは、急いでケントと一緒に背を伸ばして旗を持つ手に力を込める。しばらくすると鋭い視線はまた女王陛下に向けられた。

　華やかなパレードを追って子どもが駆けていく。

　春の暖かい風が通りを吹き抜けてロスリンの旗を揺らし、大通りに面した家の窓からいくつも撒かれる花びらが、髪や肩に降り注いだ。






　パレードを終えて近衛騎士たちは王宮内にある兵舎に帰ってきた。控室は、儀礼用の服を脱いだ騎士たちの安堵の声であふれかえった。

「緊張したぁ」

「おい見たか、三番通りにいた可愛い子」

「ああ、手を組んでこちらを見る乙女の視線がたまらないな」

　わいわいと半裸のまま楽しそうな話をしている騎士たちをよそに、ヘンドリックは速やかに礼装をとくと警護用の服に着替えて剣を腰に装備した。

「おいおいハウザー卿、相変わらず硬いな！」

　それを見ていた騎士の一人が声を上げる。

「数時間王都中を行進してたんだぜ、ちょっと休んでも平気だって」

「そうそう」

　数人の騎士が続くと、脱いだ服を畳んでいたヘンドリックが目を細めた。

「……この後は大広間のセレモニーだ、王宮警護に人手が足りないと思うが」

　疲れも安堵の気配もない彼の声に、わいわいしていた控室が一瞬にして静かになる。そのなんとも言えない空気の中で扉が開いた。顔を出したのは近衛隊の隊長だ。

「お前たち、浮かれてるんじゃないぞ。すぐに警護につけ！」

「はっ！」

　途端に控室がばたばたと慌ただしくなる。

　そんな中、息を吐いた隊長にうながされてロスリンとヘンドリックは廊下に出た。豪快な雰囲気の隊長が明るくヘンドリックの肩を叩く。

「ハウザー卿の緊張感にはいつも助けられるな……やはり次期辺境伯となると違う」

「お褒めにあずかり恐縮です」

　隊長は女王陛下の覚えもめでたい生え抜きの騎士だ。実力も統率力も申し分ないが、貴族子息ばかりのこの近衛隊にあって、貴族出身ではない異色の存在である。

　一方、ヘンドリックは辺境伯の嫡子。公爵に次ぐ地位であるとともに国境警備を代々任されている家柄で――両者の緩衝材になっていた。

「ジョージ」

「はい」

　隊長に名前を呼ばれて、ロスリンは床に膝をついたまま返事をした。

「いつもヘンドリックの補佐を感謝する」

「いえ、これも従者の務めですから」

　隊長がうんうんとうなずいた。

「ヘンドリックは働き者の従者がいていいな。飴いるか」

「……隊長」

　ヘンドリックが呼びかける不機嫌そうな声も気にせず、隊長がロスリンの手に無理やり飴を載せた。

　そろりと後ろの扉が開く。傍らを、用意を終えた近衛騎士たちが駆け足で出て行った。






　大陸の中でも海と面する、貿易が盛んなメリル王国。この国に先王急逝の激震が走ったのは一年ほど前のことだ。

　現女王の父である彼の葬儀後、貴族の派閥による政権争いが起こり、それに巻き込まれた王位継承権を持つ男子は次々と謎の死を遂げたり行方不明となってしまった。

　結果残ったのが、当時政権と距離を置いていたジョアンナだった。先王と女官の間にできた庶子で、正式な君主教育は受けていないし血統については未だ貴族の間では疑問視されている。貴族の子息が多い王宮騎士もそれにならっているのが現状だ。

　それでもその剣の腕前と豪胆さは国民と、平民から選出された議員の圧倒的な支持を受けて、建国以来初となる女王の位についた。

　戴冠式にパレードと行事が目白押しだったこの日最後の催しは大広間での舞踏会だ。

　国内の貴族だけでなく外国の国主や要人も多く臨席しているその場で王宮警護の騎士たちは壁際に控え、ロスリンや騎士見習いたちは人手が足りないと給仕係に回されていた。

　ワルツが流れる会場を正装して客人の中で軽食を配る係である。ロスリンがヘンドリックを見れば、彼は無表情で部屋を見回していた。そこで招待客の一人が彼に近づいた。

「あの、ハウザー卿……」

　華やかなドレスを着た愛らしい令嬢が頬を染めて見上げると、ヘンドリックの視線だけが動いた。

「よかったら踊っていただけませんか……？」

「申し訳ありませんが職務中ですので」

　それだけ言ってまた前を向く。

（ヘンドリック様、もう少し言い方が……！）

　これだけの衆人の眼があるところで声をかけたのだ。ロスリン同様、周りにいる騎士がうろたえる視線を向けると、令嬢は口元に手を置いて「そんな冷たいところも素敵です！」と叫んで客の中に戻る。

　またしても何とも言えない空気の中、ヘンドリックは堂々とその場に立ち続けた。

　そんな怒涛どとうの一日が終わってロスリンが主人のヘンドリックとともに王都にある屋敷に戻ったのは日付が変わった後だ。

　留守の間のあれこれを、屋敷を管理する執事から聞き、いくつか指示を出して彼の自室に向かう。

「今日もお疲れさまでした」

　ロスリンがドアを開ける。春先で夜は冷えるためか暖炉には火が入っていて、廊下に温かい空気が流れる。中に入りドアを閉めた。

　ヘンドリックは上着を脱いだあと、律儀に畳んだものをロスリンに差し出す。

　上着を腕に持ってロスリンはぺこりと頭を下げた。

「もうおやすみになりますか、それとも夜食でも……」

　目を細めた彼が一歩近づく。そのまま、ロスリンはヘンドリックに抱きすくめられた。

　一日中動き回っていたのに彼から香るのは汗ではなく爽やかな香水の匂いだ。大きな身体に抱きしめられて、小柄なロスリンは上着ごとすっぽりとおさまってしまう。

　しばらくして――ヘンドリックの身体がガタガタと震え出した。

「ぶ、ぶぶぶじ戴冠式が終わってよかった……！」

　上着を抱えなおして、ロスリンは手を伸ばして彼の手触りのよい黒い髪をそっと撫でた。

「本当に、お疲れさまでしたヘンドリック様」






　これが王国中の憧れ、次期辺境伯であり黒騎士ヘンドリック・ハウザー卿の素の姿である。

















第一章　偽りの従者












「ヘンドリック様、ちゃんと髪を拭かないと風邪をひきます」

「……うん」

　シャワーを浴びたヘンドリックはベッドの上に座ったロスリンの膝に、うつぶせの状態で頭を乗せて目をつむっていた。

　その濡れた黒い髪を布で拭く。普段自分のことは自分でする手のかからない主人だが、髪の毛だけは面倒なようでほったらかしだ。だが、ヘンドリックの綺麗な髪にそんなことはさせられない。ロスリンは膝の上の眠そうな声を聞きながらチェストにある香油を取った。

　手に垂らして揉みながら体温でぬくめ、その黒い髪になじませれば、やわらかな毛は優しく指にからんだ。

　その間、ヘンドリックは目を細めてされるがままだ。無防備を通り越して大きな子犬のようである。

「朝から気をはっていたでしょう、ゆっくり休んでください」

「……ロスリンは」

（う……っ）

　眠そうな声とともに気だるげな青い目が見上げてくる。それにきゅんとする胸の鼓動を隠して、ロスリンは咳ばらいをした。

「大広間でいろいろと話を耳に挟んできたので、忘れないうちにメモしてしまいます」

　酒と歓談で気が大きくなった客人はいろんな話をするものだ。ほとんどが他愛もない世間話だが中にどんな情報が隠されているかもわからない。

　給仕役をしながら気になる人物にそれとなく近づいて聞いてきた話を、まとめておきたかった。

「……ロスリンは優秀過ぎる」

「辺境伯様に仕える身としては当然です。……本当は、こういうのはジョージのほうがうまいのですけど」

　自嘲を含めてつぶやいた。ジョージはロスリンの双子の兄で、ヘンドリックの本来の従者である。それなのに今現在、行方不明中だ。

　ロスリンはメリル王国辺境伯、ハウザー家に代々仕える一族に生まれた。長である父は、表向きは男爵位をいただいている。だが実際は昔から何かと衝突の多い隣国との国境を守る辺境伯のために、陰に日向に支えるのが務めである。

　そして一族の中でも主筋の子であるロスリンは、ジョージとともに幼い頃からヘンドリックの従者兼護衛としてそばについた。

　ロスリンたちとヘンドリックは年が四つしか違わないこともあり、辺境伯の好意で本当の兄弟のように育った。

　国の重責を担うヘンドリックはその容貌も含めて、貴族の集まりや領地視察、剣術交流、どこへ行っても注目の的である。

　完璧であることを求められる場所で、彼は幼いころから見事に大人たちの期待に応えてきた。学業でも剣術でもつねに一位……どころか歴代類を見ない成績で。

『……ろ、ロスリン……ジョージ……』

　だがロスリンとジョージの前でだけは、そんな威厳など存在しないように彼はぷるぷると震えるのだ。人の目があるので、屋敷の裏にある丘の大木につくった三人だけの秘密基地で。

　そういうときだいたいロスリンがその大きな身体を抱きしめて、兄が横から励ました。

『ヘンドリック様、かっこよかったです！』

『ほ、本当？』

『はい、とても！』

『素敵でした』

『……』

　二人で励ませば彼は子どもらしい顔で笑う。

　これがヘンドリックの本来の姿だ。早くに両親を事故で亡くし、公平誠実だが厳しい祖父に育てられ、ロスリンが同じ立場なら逃げ出したくなるようなことも軽々とこなす、なんでもできる彼のもう一つの姿。大人には教えない三人だけの秘密。

　なのに。

（――こんなヘンドリック様をおいてどこ行ったのよ、バカジョージ！）

　双子の兄に心の中で叫ぶ。膝で気持ちよさそうに寝ている主人を起こさないように。






　ことの起こりは数か月前にさかのぼる。

　王都で剣闘大会がひらかれることになり、代々騎士の家系として領地で研鑽けんさんを積んできたヘンドリックも参加することになった。

『従者はジョージにお願いしてもいいかな』

『もちろんですよ！』

　ヘンドリックの問いに兄がそう応えるのを妹であるロスリンは隣で聞いていた。

　すでに同じように野山を駆け回った日々は遠く、ヘンドリックは騎士にふさわしい男性らしい身体つきになった。双子のジョージは……ロスリンとあまり変わりはない。けれどそこには決して踏み越えることのできない境界線があった。

（いいなぁ……）

　クレイトン男爵家の男子は辺境伯に仕える。けれど女の自分は、大人になればもうヘンドリックと一緒にいることはできない。以前からわかっていたその事実を前に打ちのめされた。

　王都までは馬車で数日かかる道のりだ。忙しい準備の合間をぬってロスリンがヘンドリックに一人呼び出されたのは出立の前日のことだった。

　場所は小さい頃からずっと過ごしてきた屋敷裏の丘。夕暮れ時に領地を美しく染めている太陽を二人でずっと眺めていた。

　静かに夕闇が降りてくる。ロスリンは風に遊ぶ髪を押さえた。母が言うので伸ばしている髪は、今は腰のところまで伸びていた。

　ヘンドリックは丘についてから一言も話していない。

（準備の気分転換に外に出たかったのかな）

　ロスリンはいつまででもこうしていたかったけれど、明日の出立は早い。それに風が冷たくなってきているからヘンドリックが風邪をひいてしまうかもしれない。

『お顔が見れてよかったです。いってらっしゃいませ、ヘンドリック様』

　そこでようやくヘンドリックがこちらを見た。

『ロスリン、その……もし、……』

　ヘンドリックはロスリンの顔を見て口を開けたり閉じたりしている。こういうときはじっと待つほうがいい。けれど太陽が地平に消えてもヘンドリックは何も言わなかった。そこで突然、丘の大木の上からどんぐりが落ちてきて彼の頭に当たった。

『いたっ』

『大丈夫ですか！』

『あ、ああ……』

　ヘンドリックが苦い顔で木を見上げる。ロスリンが背伸びしてどんぐりが当たったらしきところをさすると、息を吐いた彼が手を掴んだ。

『――剣闘大会、ロスリンも来てくれないか』

　目を見開いた。

『……いいのですか？』

『もちろん。言うのが直前になってしまってすまない、タウンハウスの準備をしていて……』

『精一杯お世話しますね！』

『助かるよ』

　心からそう言えば彼も顔をほころばせて、ロスリンの頭を撫でた。

『……ロスリンも来てくれるなら百人力だ』

　剣闘大会では宣言通り、ヘンドリックは圧倒的な強さで勝ち進み、優勝をかけた戦いでは後々まで語り継がれるような接戦の末、見事に勝利した。

『お土産』

　初戦から決勝まで気を張り詰め通しだっただろうヘンドリックは、個別の控室で怪我の手当てをしようと待ち構えていたロスリンに優勝者に贈られた花冠を載せた。

　ジョージはせっかく王都に来たのだからとあちこちで情報収集をしている。来客があったのは、ヘンドリックが黒い甲冑を脱ぎ、治療も終えてロスリンの淹れたお茶で一息ついたところだった。

『お邪魔するよ』

　控室のテントをめくって現れたのは決勝の相手だ。甲冑姿で腰に剣をつけたままの格好に、ヘンドリックがロスリンの前に立つ。

　それに笑って相手が兜を脱いだところで、二人して膝をついた。

『ジョアンナ殿下！』

　すでに国主となることが決まっている女性だ。豊かな赤毛をひとつにくくった彼女はひらりと手を振った。

『いい試合だった。楽しませてもらったよ。あと一歩だったのに悔しいなぁ』

　そう言ってロスリンの花冠を見た彼女が椅子に座る。優雅に足を組んで片肘をつき、じっとヘンドリックを見た。

『ハウザー卿』

『はい』

『このまま王都に残って、私の専属騎士として近衛隊に入らないか』

『……』

『辺境伯家が中央への不干渉を貫いているのは知っている。だからこそ頼みたい――見ての通り思わぬ玉座が転がり込んできたせいで、私にはあまり信用できる者がない。貴族の掌握もこれからだが、せめて周りはしっかり固めなければ』

『殿下は私などに頼らずとも、十分お強いと思いますが』

『負かした相手にそれを言うとは嫌味だぞ』

　見事な試合を繰り広げたあとだからだろうか、ヘンドリックはいつもよりも砕けた口調だった。

『剣を交えたら人となりはわかる。――君は、信頼できるやつだろう？』

（そうです、ヘンドリック様は信頼できて真面目で優しい方です！）

　ジョアンナの言葉にロスリンは心の中でうなずいていた。

　己を律してただ職務を全うする、こんな素敵な人は他にない。けれどヘンドリックは顔をしかめて首を振った。

『こんな田舎者ではむしろ殿下に迷惑をかけます』

『まぁ聞け、これは君にとっても悪い話じゃない。王家と辺境伯のつながりが見えれば抑止にもなるし……逆に唯一の王族である私の身に何かあれば、すぐに国境の向こうが騒ぎ出すのではないかな』

　足を組み替えたジョアンナが唇を持ち上げる。

　ちらりとヘンドリックがロスリンを見る。膝をついて控えたままロスリンも見返せば、彼の青い目がわずかに細められた。

『まぁ、すぐに返事できることでもないか……』

『当主の了承を得ないことには。ですが、それとは別に条件があります』

　ヘンドリックが口を開いた。

『ああもちろんなんでもいい。金でも領地でも権利でも』

『従者をつけさせてください』

『……それは構わないが……そんな堂々と言うことか？』

『大事なことです』

　ふむ、と一瞬考えてジョアンナはうなずいた。

『君が手に入るなら、従者の十人でも二十人でもやすいものだ。ではよい返事を期待している』

　マントをひるがえして颯爽とジョアンナがテントを出る。

『女だからと舐められるわけにはいかないからな』

（女だから……）

　去り際にジョアンナがこぼした言葉は、やけにロスリンの胸に残った。






　辺境伯当主はジョアンナの申し出を渋ったが、結局状況を鑑みて――あくまで騎士としての務めを果たすのみとの条件で――了承してくれた。ロスリンも両親に頼み込んでしばらく王都に滞在できることになった。

　とはいえ女であるロスリンは出仕することはできない。メリル王国騎士団には女性騎士の前例がなく、従者であっても所属も出入りも許されなかった。できることといえば屋敷にいる間のヘンドリックの世話とタウンハウスの手伝いくらいで、それを知った母からはあなたはもう領地に帰ってきなさい、と何度も手紙が届いた。

　ここで……ヘンドリックのそばでできることはもうない。

『状況が落ち着き次第、辺境領に帰ろうと思うの』

　ジョージに言うと彼は目を見開いた。

『な、なんで』

『母さんが、帰ってきてそろそろお見合いしろって』

『――』

　いつも飄々ひょうひょうとして自信満々な兄が珍しく絶句していた。同じ顔が硬直しているのを見て首を傾げる。そんなに驚くことだろうか、今年でお互い十八歳になるしむしろ女性の結婚適齢期には少し遅いくらいだ。

『ヘンドリック様のお世話、しっかりしてね』

『あ、ああ、……うん』

　そんな話をした数日後、ヘンドリックが王宮に出仕することになった日の早朝にとんでもないことが起こった。

『ジョージがいない！』

　夜明け前にロスリンの部屋に駆け込んできたヘンドリックが言った。

『落ち着いてください、どうしたんですか』

　青ざめた顔でヘンドリックが手紙を差し出した。そこには「男として一旗揚げてくる。また会おう」とまぎれもなく兄の字で書いている。ロスリンも慌てて屋敷中を探したが、兄の姿はどこにもなかった。

『どうしよう……』

　ヘンドリックがへなへなとその場で頭を抱えた。

『落ち着いてください、ヘンドリック様の従者なら誰でもやりたがります。ひとまず屋敷の誰かに』

『……ロスリンとジョージ以外に俺は誰にも気を許せない……』

『っ』

　両手で顔を覆った彼が言う。

　太陽は昇り始めている、出発までもうすぐだ。ただでさえ剣闘大会優勝者で近衛隊に抜擢ばってきされたヘンドリックは人々の注目の的になっているのに、このままだと彼一人で送り出すことになる。

　そう考えてごくりとロスリンは唾を飲み込んだ。

『……わかりました』

　護身用に持っている小刀を出す。顔を上げたヘンドリックの前で、ロスリンは躊躇なく自分の髪を切った。

『兄が帰ってくるまで、私がヘンドリック様の従者になります！』

　目を見開くヘンドリックに、ロスリンはそう宣言した。






　そうしてロスリンは兄に成り代わりヘンドリックに付き従っている。

　髪の色も背格好も似ているし、その気になればジョージの口調を真似することもできる。まぁ王都に出て来たばかりで知り合いも少ないため、そう気にすることはない。






「はぁ……」

　騎士団にも未だ女とはバレていないが、信頼してくれている隊長やジョアンナをだますような、こんなことは本来許されるべきではない。ただでさえ反女王派が裏で動いていると言われているのに、身分を偽って王宮警護に当たっていたと知られればどうなるかわからない。

　ロスリンだけでなくヘンドリックの立場も。

　それでもこの状況を喜んでいる自分をわかっていた。

（……今だけ。ジョージが帰ってくるまで、だから）

　罰はどうか自分だけにとロスリンは祈った。

　膝の上で目を閉じて静かに寝息を立てるヘンドリックを見る。そっといつものようにおやすみのキスをしてベッドにおろし、ロスリンは静かに寝室を出た。

















第二章　近衛隊と護衛騎士












　夜が明けきらないうちに目を覚ましたロスリンはベッドから出て身支度を整えた。肩までの髪をリボンでくくってシャツにズボンを身につけて廊下に出る。

　王都は辺境領と違って夜でも街は明るい。まだ星が残る藍色の空の下、いくつもの建物から光がこぼれているのが見えた。

「おはようございます『ジョージ様』」

　台所に行くと執事が迎えてくれた。

　ハウザー家のタウンハウスは長らく使われていなかったが、剣闘大会出席が決まったときに使用人を領地から派遣して環境を整えていた。とはいえヘンドリックに不便がない程度の最低限の人数で、それを統括しているのがこの執事だ。

　白い髭と白い髪の、笑顔の素敵な彼は本宅を息子に任せて幼い頃から見守ってきたヘンドリックの身辺に心を砕いている。ヘンドリックの素の状態については知らないはずだが、ジョージの出奔とロスリンの入れ替わりを彼にだけは話していて――その決意を尊重してくれていた。屋敷の使用人には『ロスリン』は王宮に女官として出仕していると話している。

「ジョージ様、ヘンドリック様の朝のお茶をお願いしてもよろしいでしょうか」

「もちろんです」

「ああ、それと男爵夫人からお手紙が届いていましたよ」

「……あ、はい」

　分厚い封筒を受けとってお茶のセットを手に、のぼり始めた太陽の光が差し込む廊下を戻る。

　そっとヘンドリックの寝室に入ってカーテンを開けた。

　ベッドに近づくとヘンドリックはおだやかな表情で眠っていた。薄い唇からはかすかに吐息が聞こえ、ロスリンよりよほど長いまつ毛が光を反射していた。それを見ているとふっと瞼が開いて、彼が微笑んだ。

「おはよう、ロスリン」

　へにょりと笑う顔は子どものころから変わっていない。

「おはようございます、お茶の準備をしますね」

「ああ」

　寝起きがいい主人はあっさりと起き出してロスリンの頭を撫でると椅子に座り、淹れられた紅茶を飲みながら新聞に目を通した。

　ヘンドリックの自室は広い。長らく手入れされていなかったとはいえ調度品も一流のものが揃えられていた。暖炉のある応接間に寝室、書斎に風呂場、ロスリンが使っている従者用の個室も扉一枚でつながっている。

　お茶を飲んでいる間に朝食が運ばれてきたのでテーブルを整えた。

　今日のメニューはクロワッサンにソーセージ、ポタージュとデザートに果物。それが二人分。テーブルでヘンドリックと向かい合って食べる。

　本来であれば主人が食事している間は従者が控えるのだが、一緒に出仕するのだから寝起きにかきこむよりもゆっくり食べたほうがいいと言われてしまった。

　一応ロスリンも正式な礼儀作法は学んでいるが、前を見ればヘンドリックは見惚れるほど綺麗な所作で食事をとっていた。

（さすがヘンドリック様）

　口にパンやスープが消えていくのを惚れ惚れと眺めていると、視線を感じたのか彼が顔を上げた。一瞬目が合ってその青い目が嬉しそうに細められたので、思わず笑い返すと。

「っごほ、……」

　ヘンドリックが盛大にむせた。

「お水を！」

「いい、大丈夫」

　口に手を当てて咳ばらいしながら、立ち上がったロスリンを制する。

　その後も穏やかに食事は終わり、ロスリンが片づけをしている間にヘンドリックは自分で支度を整えた。どこまでも手のかからない主人である。






　ヘンドリックは女王直属の護衛騎士という立場にあるが、近衛隊に所属している形になる。

　王宮の警護に当たる近衛隊は五十人ほどの規模で、騎士見習いも将来の近衛隊として研鑽を積んでいた。

　騎士の日常は意外と多忙だ。

　鍛錬からはじまり王室の警護、王族が出かけるときにはその護衛、騎士見習いや後進の育成などなど。また平時でも盗賊討伐に駆り出されることもある。

　その日々の業務につき従い、傍らで騎士の仕事を学ぶのが騎士見習いである。そうやって騎士について技術を学び、数年をかけて正騎士になることを目指す。

　ロスリンのような、一人の主人について世話をする『従者』は近衛隊ではまれだ。

　近衛隊の詰め所で副隊長から今日の予定を聞いた後に騎士たちはそれぞれ動き出した。

「ヘンドリック様！」

　そこで鎧を着た一人の少年が駆けてきた。

　金の巻き毛につり目の少年だ。年はロスリンと同じくらいだろうか、彼は目をきらきらさせてヘンドリックを見上げた。

「オズワルト・グラニーと申します。今日から騎士見習いとしてお世話になります。僕、貴方にお会いできるのを楽しみにしていたんです、剣闘大会を見て憧れてしまって……っ！」

「……そうか」

「握手してください！」

　勝手にヘンドリックの手をとってぶんぶんと振り回す。そして嬉しそうに手を離した瞬間、ちらりと彼はロスリンを見た。

（え？）

　険を含む視線にたじろぐと、ふいと彼は顔を背けて行ってしまった。

「ヘンドリック、今日の陛下のスケジュールだ」

　次いでやってきた隊長がメモを差し出した。それをちらりと見てうなずいたヘンドリックに代わって、ロスリンがそれを受け取った。

　書類の処理と謁見がメインだ。ロスリンも内容を確認して頭にいれると、文字が読めないくらいになるよう破いた。

「午後に剣術訓練をするから、時間があれば顔を出してくれ」

「わかりました」

　隊長に礼をし、マントをひるがえしてヘンドリックが廊下を歩く。

　少し後ろを歩くロスリンからは、周りから注がれている視線がよく見える。それに気づいていないはずはないが、ヘンドリックの表情は変わらない。しかし早めに去りたいらしく彼の歩く速度が増す。それにほぼ早歩きでついていった。

「ジョ、ジョージ様！」

　そこで声をかけられて、立ち止まれば頬を染めた女官がいた。

「あ、あの……」

　そっと手紙が差し出される。香水がかけられているのか甘い香りがした。

「ヘンドリック様にこれを！」

「私もお願いしますわ！」

「これをハウザー卿に」

　それを皮切りに次から次へと手紙や花やプレゼントがロスリンの両手に載せられる。女官は良家の子女で花嫁修業を兼ねて出仕している者も多い。誰かから頼まれたのか、騎士や使用人もそれぞれ手紙を差し出した。

　両手いっぱいのそれらを持ってロスリンは笑った。

「わかった、ヘンドリック様に渡しておく」

　きゃーっという悲鳴とともに女官たちが去っていったのを確認して、傍らにいるヘンドリックを見た。乙女たちの手紙や贈り物をしげしげと見返して彼が首を傾げる。

「なぜ隣にいるのに俺に直接渡さないんだ？」

「ヘンドリック様が受け取らないからです」

「こういうのは、ちょっと……」

　出仕し始めてから何度となく令嬢から手紙を渡されても、すべて「公務中なので」を武器に壁を築いてきた結果である。

　それこそ今まで何人……何十人の令嬢や美女に告白されるところをロスリンは小さいころから見てきた。そしてそのことごとくが返り討ちにあっているところも。

（ヘンドリック様は恋愛事がお好きではないから）

　――だから、ヘンドリックを好きだというこの気持ちは絶対に気づかれてはいけない。

　きっと知った瞬間にヘンドリックはロスリンを遠ざけようとするだろう。だからこれだけは言わないと決めた。

　そうしないとヘンドリックのそばにいられないのなら、幼馴染で、従者で妹のような存在で十分だ。そしていつか、ロスリンの子がヘンドリックの子の従者になれたらいいなと思う。少し歪んだ欲求なのは自覚しているが……。

　ヘンドリックは手紙や贈り物を素早く確認した。

「お名前と内容をまとめますよ」

「いやいいよ、きちんと返事を書くから」

　ヘンドリックはそう言うと、手紙の束を紐でしばって懐に入れる。

　お茶会の誘いなどは、貴族間のつながりを確認できることもあるので情報源としても有用だ。だが、そういうのであればおいそれとロスリンが口を出せるものではない。

「陛下、ヘンドリック・ハウザー参りました」

「入れ」

　プレゼントは持っていた袋に入れ、ジョアンナの執務室の扉をノックすれば、快活な声とともに開いた。

「おうヘンドリック、ジョージ」

　膨大な量の書類がたまっている執務机の椅子にふんぞり返ったジョアンナが片手を上げた。ちなみに部屋の中には彼女と侍女しかいない。

　その国主にしてはあまりにも無防備な状況にヘンドリックが息を吐く。

「そろそろ私以外の護衛をつけてください」

「私より強ければ考える」

　腰に剣を佩はいたままのジョアンナが言った。

「それよりこの資料で聞きたいことがあるんだ」

「……私は騎士です。文官を頼ってください」

「こんな情けない姿を見せられるか、いいじゃないか少しくらい」

　ヘンドリックが首を振る。

　ロスリンは顔を背けて思わず唇の端だけで笑ってしまった。ヘンドリックをここまで困らせられるのもこの女性かたくらいではないだろうか。

　ヘンドリックはこうやって護衛の合間に女王陛下から政務についても相談を受けていた。もともと当主の仕事を手伝っていたのもあって、王宮の仕事についてもある程度は理解しているようだ。

「どうしてここに資金が流れるんだ？」

「議事録を見ると、伝統的に、としか言いようが」

「伝統だとぉ！」

　ジョアンナが背もたれに体重を預けて宙をあおいだ。

　ロスリンの仕事は必要な書類や資料を探したり、できあがった書類を部署に持っていくことだ。承認のサインが全部に入っているか確認しながら、ロスリンはそっとヘンドリックに耳打ちした。

「……リオン金鉱ですが、前より採掘が増えていると噂で聞いているのに計上される額がほぼ同じなのが気になります」

　のけぞったまま動かないジョアンナに聞こえないように言えば、ヘンドリックがうなずいた。

「途中でどこかに流れている可能性も考えた方がいいな。陛下に忠言しておこう」

　そっとヘンドリックがロスリンの頭を撫でる。

「では書類を渡してきます」

　礼をして執務室を出る。扉が閉まる瞬間、ジョアンナにヘンドリックが声をかけるのが見えた。

　次期辺境伯と女王陛下、その二人が並んで立つ姿はとても似合っている。

（それこそ、ヘンドリック様にふさわしいのは……）

　ジョアンナの結婚相手はこの国の王配だ。そしてすでにその相手としてヘンドリックの名はまことしやかにささやかれていた。唯一の護衛騎士で、先の剣闘大会での白熱した決勝戦のこともある。

（結婚式の衣装は白かな……いや騎士服という手も。髪は上げてヘンドリック様のお顔がよく見えるようにして、装飾品は）

　中庭から吹く風が廊下の窓から入ってきた。

　新緑の匂いが一瞬通り過ぎて、それがロスリンに森や丘を駆け回った辺境領の春の情景をよみがえらせた。風で飛ばないように書類を押さえつつ、朝、執事から受け取ったやけにぶ厚い手紙を思い出す。

　王都に来てから何十通目かになる母からのものだ。内容は読まなくてもわかっている。

『いつまで王都にいるの。ヘンドリック様のご厚意に甘えていないでそろそろ戻って来なさい。こちらでもお見合いを用意しているから……』と要約すればそういうところだ。

　一度だけ、小さい頃にヘンドリックのお嫁さんになりたいという話を母にしたことがある。けれどそこで聞かされたのは、ハウザー家とクレイトン家は姻戚いんせき関係を結ばないという不文律だ。血のつながりができて役目をおざなりにしないための約束。

　それでなくともヘンドリックの伴侶になるということは重責だと母は言う。ついていくだけでは意味がない。しっかりと横に立つ人でなければならないと――それがロスリンにできるのか、問われた。

　正しいことが書いてある母の手紙は読めずに破いて暖炉の火にくべた。

（身の程をちゃんと知るんだ）

　隣に立てるなんて思っていない。こうしてヘンドリックのそばにいられるのは今だけ。そうすればいざ『そのとき』が来てもきっと傷ついて絶望することはない。

　リボンで結んだ髪を少しいじる。伸ばしていた長い髪をばっさり切ったとき、どこかすっきりした気持ちになったのをよく覚えている。長年のもやもやが消し飛んだような……けれど領に戻る前にウィッグを調達するべきだろう。

（いえ、何より、あの馬鹿兄の行方を探さないと……！）

　ジョージの行方は杳ようとして知れない。とはいえときおり生きているのを知らせるメモが、駄賃をもらった子どもにより届けられていた。メモを渡された場所を探したこともあるが、足取りはつかめなかった。

「おい」

　そんなことを考えているとロスリンの前に一人の少年が立った。

「お前が男爵家のジョージ・クレイトンか」

　朝、ヘンドリックと握手していた、近衛隊に新しく入った騎士見習いだ。確か名前はオズワルト。ロスリンより二つ年下だったはずだ。

　髪をかきあげる彼がはめている金の指輪が日の光でまぶしく光る。そこに刻まれている紋章は確かにグラニー伯爵家のもの。

　にやにや笑いながら彼はロスリンを上から下まで見た。

「お前、双子なんだってな」

「……」

「同じ顔が二人いるなんて気味が悪い。男爵家もよくそのままにしたものだ、慣習であれば一人は殺すか外へ出すべきだったのになぁ」

「お、おいやめろよ！」

　そこで間に入ったのは騎士見習いのケントだ。しかしオズワルトは意に介するようすもなく、ロスリンに指を突きつける。

「お前にハウザー卿の従者はふさわしくない。あの方に真に必要なのは、僕のような優秀な血統だ。従者を代わってもらおう！」

　その勝手な言い分を聞いてロスリンは呆れた。

　彼は何を言っているのだろう。確かに昔、双子は忌いみ子だといわれたこともあるし、なんなら今もそうだけれど、両親や辺境伯当主やヘンドリックがそのままでいいと育ててくれたのだ。血統は確かに伯爵家のほうが家柄が上だがこちらは物心ついたときからヘンドリックに仕えているのだ。そもそも代わってくれと言われて、はいどうぞなんて言う権利は自分にはない。

　そういう言葉が頭をよぎって……それを伝えようとしたロスリンの口からは。

「――……は？」

　とても低い声が出た。

「な、なんだ、そんな凄んでも僕の血統には勝てないぞっ」

「ほらほら巡回中だろ、寄り道してると隊長が怖いぞ」

　ケントはそう言うと、言い足りない表情のオズワルトの背を押しながら、申し訳なさそうに少し会釈して去っていった。

　廊下の向こうに見えなくなるまで、ロスリンはその姿をじっと目で追っていた。
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「ペリオ伯爵の甥の孫の名前はなんだっけ。この間生まれたばかりの」

「……ショーン殿ですね」

「あと、この間言っていた城の教会の改修工事の工期の件だが」

「それはまたあとでいいのでは」

　ジョアンナとそんな話をしながら、ヘンドリックはそわそわと扉を見ていた。

　書類を届けに行ったロスリンはまだ帰ってきていない。

（やはり一緒に行くべきだったか……はっ、可愛さのあまり、誰かに告白されていたり……）

　先ほどロスリンから渡された手紙の束をそっと取り出す。ヘンドリック宛てのものに一定量交ざっているのはジョージ……ロスリン宛ての手紙である。しかも差出人は王宮の使用人や騎士まで交ざっている。食事の誘いや文通の申し込みだが、こんなものを読んで万が一ロスリンがその気になっては困る。

　ロスリンは自分の外見に無頓着だが、少年にも見える整った中性的な顔立ちに大きくキラキラした宝石のような緑の瞳をもつそれは愛らしい子なのだ。辺境領ではヘンドリックとジョージが脇を固めて不埒な考えの者を遠ざけたが、人も多い王都では己がきちんと盾にならなくてはならない。

　丁重に断りの手紙を書くのは主人の義務である。






　クレイトン男爵家に子どもが生まれたのはヘンドリックが四歳のときだ。

　古い約束により将来ヘンドリックの従者となるのが決まっている子。祖父とともに会いに行けば、ベビーベッドにはそっくりな赤ん坊が二人、並んですやすやと寝ていた。

　それを見てヘンドリックはびっくりして思わず聞いた。

『わぁ、天使!?』

『違います』

　いつも穏やかな男爵が静かに言う。

『ヘンドリック様の従者になる子ですよ。ただ……一人は養子に出そうと思っているのです』

『どうして』

『……』

　純粋に驚いて聞けば、男爵夫妻は悲しそうに視線を交わした。何か事情があるのを幼心に察しながら、どちらを養子に出すのか問う。まったく見分けのつかない赤ん坊の一人を男爵夫人が抱き上げた。

『抱かせてもらえますか』

『ええ』

　受け取って胸に抱いた瞬間に温かさと命の重みが伝わってきて――ふいに、己が守るべきものはこの子だと直感した。落とさないように慎重に顔をのぞくと、目を覚ました子があくびをして緑の目できょとんとヘンドリックを見上げた。

『あー』

　可愛い声にひかれて思わず頬をくっつけると、ミルクの匂いとともに笑う気配がして無邪気にヘンドリックに手を伸ばした。ますます不思議に思う。こんなにかわいい子を……。

『養子にしちゃうの？　どうして？』

『……双子は、離したほうがいいのです』

『だめ！』

　思うより大きな声が出た。やわらかい身体をぎゅっと抱きしめる。

『絶対だめ！』

　ヘンドリックの大きな声に驚いたのか腕の中の赤ん坊が泣き始めた。おろおろするヘンドリックから男爵夫人がその子を受け取ってあやす。温かさがなくなって心に寂しさがこみ上げた。

『よしよし、いい子ね』

　夫人の腕の中ですぐに泣き止んだ赤ん坊はベッドに戻された。眠ったまま微動だにしない片割れと手をつないだ子はまた眠ってしまった。

『離れたくないって言ってるよ、ね』

　男爵に訴えると彼は困ったように眉を寄せた。

『あげちゃだめ、二人とも僕の従者だ！』

　そこで、そっとヘンドリックの前に男爵夫人が膝をつく。いつもきれいな夫人が、よく見れば憔悴していることに気づいた。彼女が震える唇を開く。

『いいでしょうか……、二人とも、育てても』

『もちろんだよ』

『……っ』

　何のためらいもなく答えた瞬間、男爵夫人が泣き崩れた。その肩を撫でて男爵が妻をなだめる。その彼の眼にも涙が浮かんでいた。

『ありがとうございます、ヘンドリック様』






　ジョージ、ロスリンと名付けられた双子は離れ離れになることもなくすくすくと育った。

　姿かたちがそっくりな二人を、忌み子と呼ぶものもいたが辺境伯当主が一蹴した。

「慣習などというものに囚われていては、状況が一瞬で変化する国境を守ることなどできないからな」

　あれは正しい判断だった、と滅多に褒めることのない厳格な当主はそうヘンドリックに告げた。

　ジョージは母親に似て社交的で明るく、ロスリンは父親に似て思慮深い。そういう性格の違いはあれど、その気になれば彼らはお互いの性格を演じきった。それに騙される大人を見るたびに思う。

（あんなに違うのに）

　そうやって入れ替わるロスリンとジョージが可愛くて、わからないふりもした。

　幼い頃から一緒に過ごしてきた。不器用で、人一倍努力しなければならないヘンドリックを何があっても受け入れてくれる二人はなくてはならない存在だ。特に両親と祖母が事故で亡くなった後、一層厳格にヘンドリックに接するようになった祖父以上に。

　もともと軍務の要所である領地で、あまり表情筋が発達していない家系なので愛想はいらない。それよりも周囲の値踏みするような視線に他意を察知してしまう。彼らが欲しいのはヘンドリックの歓心だ。それを得るためなら心にもないお世辞などいくらでも口にする。わずかな声や表情でそれを見抜いているとも知らずに。

　だからこそ二人の心からの信頼は、ヘンドリックにとって指標だった。

　二人が喜ぶのであれば剣術の修行も莫大な量の勉強も苦ではなかった。むしろそれを披露したときに得られる羨望せんぼうというご褒美のために必要以上に――倒れるまで頑張ったこともある。

　望めばなんでも用意するのに二人は何も望まない。ジョージに騎士や要職を言ってもそういう堅苦しいのは必要ないというし、ロスリンに至っては……。

（ロスリンは、俺のことをどう思っているのか……）

　いつもは聡いのにどうして彼女は自分に向けられているヘンドリックの好意に関して鈍いのだろう。ジョージには即バレていたというのに。

　確かに情けないところは無数に見せている。そもそも行事の後は疲れたと言い張ってロスリンに抱き着いてなごむこと数知れず。

　赤ん坊のころからロスリンを抱くと他のことはどうでもよくなるのは変わらず、結果、彼女に男として見られていない可能性すらあった。

　けれどロスリンが笑う顔を見ると気が抜けて生来の自分が出てしまう。そうなれば優しく彼女が抱きしめて撫でてくれるという得をとってしまう負のスパイラル。

（だってロスリンはやわらかくて気持ちいいから……！）

　パタン、とそこでロスリンが執務室に帰ってきた。

「戻りました」

「お帰り……」

　彼女の静かな怒気を感じて、珍しさにヘンドリックは目を見開いた。ジョアンナも手を止めてこちらを見ている。

「……ヘンドリック様、申し訳ありませんが午後から近衛隊の訓練に参加してよろしいでしょうか」

「構わないが、どうかしたか」

　時刻は十一時五十分。もうそろそろ昼食の時間である。

「廊下で、グラニー卿に会いました」

「ああ、騎士見習いの」

「ヘンドリック様の従者に相応しいのは、自分だとおっしゃって」

（ん？）

　ロスリンの華奢な肩が震える。いつもの彼女からは想像がつかない声でつぶやいた。

「許せない……！」

　背中から燃え立つ炎が見えるようだ。ヘンドリックは思わず口に手を置いた。

（かっわ……！）

　ロスリンが怒っている。今日会ったばかりの騎士見習いに対抗して。胸がときめいたがジョアンナの手前、咳払いでしずめる。

「試合で潰してやります」

（悪い言葉を使ってるロスリン可愛い……！）

「げほ、っん、んん」

　動揺しすぎて気管に入った。

「対抗試合！　それは主君として見学せねばならんな！」

　咳き込むヘンドリックを置いてジョアンナが立ち上がった。

「ちなみに飛び入り参加は可能か？」

「隊長にお願いしてみましょう」

　すでに女子二人はやる気満々である。

　それはいい。いつも冷静なロスリンが燃えているのも可愛いからいいのだが……ヘンドリックは執務机を見た。

「陛下、この書類の山はどうなさるおつもりですか。あと謁見の予定もあります」

「少し息抜きするくらい、いいだろう。ヘンドリックは来ないのか」

「……行きます」

　行かずにいられようか。

「よし決まりだ、行くぞ！」

「はい！」

　女王の号令にロスリンが大きく返事をしてついていく。

（ぐ、っぐぐ……かわいい……）

　一人部屋に残されたヘンドリックは思う存分ロスリンの対抗心を堪能してから、何事もなかった顔で後を追った。
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　いつもジョアンナの警護につきっきりのヘンドリックが訓練に参加するということで近衛隊はざわめいた。

　先の剣闘試合で実際に剣を合わせた相手はそっと隊長に棄権を申し込む。

　ヘンドリックは相変わらずそんな騒ぎを気にするそぶりもなく、淡々とした動作で黒い甲冑に身を包んで兜をかぶる。今日の訓練は一対一の試合形式で戦っていく。それぞれの格好で模擬剣を手にしている中、ヘンドリックの黒い装備は異様な存在感を放っていた。

　黒騎士を飼う当の女王陛下も見物となれば、騎士たちも気合が入って当然だ。そして王宮にある、外周に沿って円形に柱が並んでいる広い砂地の訓練場には見物客が押し寄せた。

「っ、参った！」

「そこまで！」

　強く剣で肩を打たれて膝をついた騎士がうめく。そこで審判役の騎士が声を上げた。

　ヘンドリックはだいたい一度打ち合いが終わるまでには相手を倒してしまい、その実力は突出していた。騎士団の中では決して体躯たいくが大きいわけではないのだが、しなやかな筋肉から繰り出される攻撃は模擬剣であっても威力があり、端には累々と打ちのめされた騎士の山ができあがっていた。

「ヘンドリック様ぁー！」

「こっち見てー！」

　近衛隊が訓練していると聞きつけた女官たちが、ヘンドリックの一挙一動に黄色い声援を送っていた。

「わが黒い騎士は相変わらず人気者だ」

　端では隊長と、それを見て満足そうなジョアンナが並んで座っていた。

　勝利をおさめたヘンドリックがふう、と息を吐いて兜を脱ぐと端正な顔と黒い髪がさらりと現れて女性たちがさらに熱狂した。まるで声が聞こえないように彼は表情を一切変えず、礼をする。

「終わったら兜を脱げと言ったが効果てきめんだな」

「あそこで脱ぐ必要が？」

　さらにどや顔をするジョアンナに隊長が聞いた。

「サービスも必要だろう、日々王宮の仕事に従事してくれているのだからな」

「はぁ」

「よし次は私が……」

「やめてください、見学だけとおっしゃったので了承したんです！」

　飛び出そうとするジョアンナを隊長が止めている。

　ロスリンは他の騎士見習いたちとともにそんなようすを見ながら壁際にいた。そこにやってきたのはケントだ。

「あー負けたぁ！」

「おつかれ」

　彼は同じ騎士見習いに剣で打たれた腕に湿布を貼っていた。

　こういう場で正騎士相手に対等の力を見せることができれば、見習いたちにとっては騎士になる近道となる。だがやはり剣の腕前は正騎士のほうが上で、何人か試合を申し込んでは返り討ちにされていた。

　ロスリンの目的の相手であるオズワルトは他の騎士見習いたちと楽しそうにヘンドリックを応援していた。

　騎士の試合があらかた終えたところでロスリンはそちらに向かった。

「お、なんだ双子男爵」

「試合しよう」

「やだね。お前、騎士見習いでもないだろう」

　先ほどから見ていたが、オズワルトは今日入ったばかりだと言って試合を断っていた。体格的にも甲冑はブカブカで、日頃あまり鍛えていないのが見てとれる。

（こんな奴に、ヘンドリック様の従者を任せるだと？）

「隊長から許可はもらったよ」

「だから嫌だって言ってるだろ、わからないやつだな！」

　叫んだオズワルトの肩に、誰かが手を置いた。

「そう言わず、受けてくれないか」

「――ヘンドリック様!?」

　後ろに騎士の屍を築き上げたヘンドリックだ。一瞬にして真っ赤になったオズワルトが背筋を伸ばした。

「で、ですが、騎士ともあろうものが、じゅ、従者に剣を向けるのも」

「従者とはいえ訓練はしている、なぁ」

「はい」

　ヘンドリックの問いかけにうなずくと、オズワルトが鼻白んだ。

「――では、条件があります」

「条件？」

「僕が彼に勝ったら貴方の従者にしてください」

「いいだろう」

「ありがとうございます！」

　あっさりと了承したヘンドリックにオズワルトが目を輝かせる。肩を怒らせて、剣を手に試合場に向かう背中をロスリンはにらみつけた。

「絶対に勝ちます」

「……あ、……ああ、うん、……ガンバッテ……」

　なぜか顔を手で覆ってヘンドリックが言った。

　すでに位置についているオズワルトを追って、ロスリンが少し離れて向かい合った。一礼をして構える。

　ロスリンはいつまでもヘンドリックの従者ではいられない、それはわかっている。だって本来ここはジョージの場所だ――だからもしそれを奪おうとするなら。

「潰す」

　口の中で小さくつぶやいた。

「いくぞ！」

　オズワルトが声を発して打ちかかる。スピードはあるが太刀筋が粗い。振り上げた剣の切っ先を冷静に読んでロスリンは最小限の動きで初手を避けた。

　刃が潰れている模擬剣とはいえ本物には違いなく、剣自体は重いし当たれば痛い。バランスを崩した彼の甲冑をつけた胴を、思い切り打ちぬく。カァーン、と甲高い音が訓練場に響いた。

「ぐ、ぅ」

　オズワルトがうめいて身体をくの字にする。さすがに腕にしびれが走るが気にせず、足が止まったオズワルトに足払いをして、地面に倒れた彼の首に剣を突きつけた。

　砂煙が収まると、驚いた顔のオズワルトがそこにいた。

「もう一度言ってみろ。――誰が、何に、ふさわしいって？」

　ロスリンを見上げてごくりと息をのんだ彼が起き上がる。

「ず、ずるいぞ、剣以外で攻撃なんて」

　剣の平たいところでぺしんと彼の頭を打った。

「まだやるなら受けて立つけど」

「……ま、参った……」

「ふん」

　顔を青ざめてぶるぶる震えているオズワルトから剣を引いて、鞘に戻す。ロスリンが顔を上げるといつの間にか、騎士や観戦の女官など訓練場中の視線が二人に集中していることに気づいた。

「ジョージ！　危ない！」

　ケントの焦った声にはっとする。オズワルトがすばやく剣を両手に握りなおし、ロスリンめがけて突進してきた。

「っ」

　寸前で避けたが彼の全体重を乗せた剣の切っ先が頬をかすって鋭い痛みが走る。

「男爵家ごときが、しかも双子が僕をバカにしやがって！」

　左頬を押さえると手にべったりと赤い血がついた。それを服でぬぐって剣を抜こうとしたところで。

「そこまで！」

　ジョアンナの凛とした鋭い声が入った。その大きな声にロスリンとオズワルトは同時に動きを止めた。

「血がすごいぞ、ジョージ大丈夫か」

　ジョアンナが立ちあがる。

「不意打ち……？」

「……あれはちょっとな」

　周りからひそひそと声がする。切っ先に血の付いた剣を持つオズワルトは、顔を真っ赤にして歯を食いしばりそれを聞いていた。

「これくらい平気です……っ」

　ロスリンが頬を袖でぬぐうと、そこにハンカチが押し付けられた。

　触れる手がわずかに震えているのに気づいて見上げると、そこにいたのはヘンドリックだ。眉をひそめて困った顔をしているのを見てロスリンの戦意が急速にしぼんだ。少し深く切っているらしく、あてられた白いハンカチはすぐに赤く染まってしまう。

「勝負はまだ終わっていません！」

「まぁその判断は分かれるところだな」

　オズワルトの声にジョアンナが目を細めた。

「……ところで、先ほど、双子がどうと聞いたが」

「はい、そうなんですよ！　こいつが双子で、そっくりな妹がいるとか気味が悪い……本来なら殺すべきで」

　ひゅん、と風を切る音がした。

　ジョアンナが投げた真剣がオズワルドの顔すれすれを通って、壁に刺さる。ざわめいていた場内は静まり返り、ジョアンナへと視線が集まった。

「だから何だ？　見たところ腕前は『従者の』ジョージのほうが上だ。そんな細かいことばかり気にしてないで、騎士の職務に集中しろ」

「……――は……はい、仰せのままに」

　先ほどよりも顔を真っ赤にしてオズワルトが礼をする。

　息を吐いたジョアンナは一同が礼をする中、出口に向かう。通り過ぎる一瞬、彼女がこちらを見た。

「ちゃんと傷の手当てをしろよ、ヘンドリック」

　同性でもどきっとするような美貌の女王はそう告げると、颯爽と訓練場を後にした。

　その背中を見て知らず胸がどきどきした。

　双子をまったく気にしない人に会ったのは二人目だ。一人はもちろん、ヘンドリック。そこでロスリンの足が宙に浮いた。

「隊長、治療をするので失礼します」

　ロスリンを抱き上げたヘンドリックはオズワルドに見向きもせず訓練場から出た。

「一人で歩けます……っ」

「いいから傷を押さえていなさい」

　ヘンドリックはそれだけを言う。かすかな怒気を感じてロスリンは小さくなった。

（参ったと言われて、気を抜くんじゃなかった……！）

　ロスリンを抱えてもまったく重さを感じさせない足取りでヘンドリックは治療用の薬が置かれている部屋に入る。医師がいるはずだがあいにく留守のようで、ロスリンをソファに座らせて、薬品棚を開けた彼は止血用の薬草の入った瓶を取り出した。

「外すよ、……」

　ヘンドリックがハンカチを外す。布にしみ込んだ血と傷を見て一瞬で蒼白になった彼の身体がふらりと傾かしいだ。

「ヘンドリック様!?」

「す、すまない、大丈夫だ」

　そう答えながら顔は青ざめたままだ。しかも目を閉じてうめいている。

（ご自分の怪我は平気なのに、ジョージや私の傷には弱いのよね）

「あとは自分でやりますので……」

「いや」

　ようやく落ち着いたらしいヘンドリックに、水で濡らした布で傷口周りをぬぐわれる。

　時間が経って固まった血をあらかた綺麗にした彼がそっとロスリンに顔を近づけた。至近距離に驚いたロスリンが動きを止める間に、彼は薬草の液を染みこませたガーゼを傷口に当てた。

「い、た！」

「我慢しなさい」

　傷口にしみて思わず声を出すが、構わず上からテープで止められた。

「……本当は、止血と痛み止めには舐めるのが一番だが」

　舐める、の言葉と先ほどまでの距離の近さにどきっとしたロスリンをそのままに、真顔でヘンドリックは道具をしまった。

　応急処置を終えて訓練場に戻ればすでに訓練は終了していて、オズワルドの姿もなかった。周りを見ていると、ヘンドリックの後ろから隊長が腕を回した。

「よし、ハウザー卿の初訓練参加祝いに酒を飲みに行こうぜ！」

「私は、酒はあまり」

「いいから付き合え……中間管理職の愚痴を聞いてくれ」

　連れ立って歩く二人を追えば、ヘンドリックが振り返った。

「ジョージは屋敷に帰りなさい」

「でも」

「いいから」

　彼の眼が頬のガーゼに向けられる。ロスリンはそれ以上何も言えず、訓練場でぽつんとヘンドリックたちを見送った。

（……勝手をして怒らせてしまった）

「ジョージ」

　そこでケントが声をかけた。

「片づけ、手伝ってくれない？」

「……うん」

　訓練中に使った器具を他の騎士見習いと一緒に片づける。

「オズワルトの野郎、さっさと帰りやがって」

　ぶつぶつ言いながらもケントの仕事は丁寧だ。

　えぐれた訓練場の地面を整地しながら、彼は言葉少ないロスリンの顔を見た。

「ヘンドリック様も過保護だよな」

「カホゴ……」

「まぁでも、これだけ慕われてたらそうなるか」

「？」

　ケントの言葉に首をひねると、彼はさらに続けた。

「なんでそんなに純粋にヘンドリック様に仕えてるのかってこと。あれだけの腕があるのに従者でいいのか」

　聞かれて、ロスリンは持っている模擬剣に視線を落とした。

「双子の話聞いただろ」

「ああ、……うん」

「本当は生まれた時に片方が養子に出されるはずだったんだけど、赤ん坊の僕らをヘンドリック様が二人とも育ててほしいって両親に頼んでくれて」

　寝る前に母は何度もその話をしてくれて、ロスリンとジョージをぎゅっと抱きしめてくれた。

　お腹を痛めて産んだ子を、殺すか養子に出すかの選択を迫られた母の心境は想像もできない。そして男爵家の役割上、双子のうちどちらを手放すべきかは決まっていた。

「だから僕は、ヘンドリック様に精一杯恩返しをするって決めたんだ」

　微笑んで言えばケントは目をすがめて視線をそらし、つぶやいた。

「……そういう関係なのか？」

「そういう？」

　先ほどからずっと反応の鈍いロスリンを見て、ケントが周りを見回して耳打ちした。

「身体の関係」

「――カラダ……っ」

「しー！」

　ロスリンの口を塞いでケントが唇に人差し指を当てる。

「そのようすでは違うみたいだな」

「そ、そそ、そんなことあり得るの!?」

「そりゃまぁ表立ってはないけど、従者や騎士見習いは四六時中一緒にいるし、なんだかんだ面倒を見るから……まぁ。下手に主人が娼館に行くよりは、とか」

「しょ……」

　背中に汗が流れる。

　ロスリンだって一応男女の関係も男性の生理現象も知っている。娼館がどんなところかも。

（え……ええ……、はっ）

　確かにヘンドリックとジョージは仲が良かった。狩りに行くときなど、山中の泊りで二人きりということも。ということはまさか。

（えええええ！）
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　ヘンドリックが隊長に連れてこられたのは下町の大衆酒場だった。

「まぁ飲め飲め」

　どう見てもカタギではない雰囲気のごろつきが多く、その間を慣れた動きで店員が食事を運んでいる。

「――まったく、最近の若い奴は年長者への礼儀ってもんをしらねぇ」

「はぁ」

　エールをあおりながらヘンドリックは相槌を打った。

　隊長の愚痴が始まってすでに三十分が経過していた。典型的な絡み酒だ。ちなみに席にはもう一人、見習い騎士ケントの主人であるケープがいる。少しぽっちゃりめの気の優しい騎士である。

「俺が毎日どれだけ苦労してるか……っ」

「隊長はがんばってますよ！」

「ケープぅぅぅぅ」

　次々に運ばれてくる酒を飲みつつ抱き合う二人を見ながら、ヘンドリックは人々がとりとめもないことを話す声を聞いていた。

　貴族の集まりとはまた違う、雑多でまとまりのない空間。けれどその喧噪や音楽は意外と肌に合った。ここでは皆平等に『酒を飲みに来た客』で身分も名前も関係ないからだろうか。

（帰りたい）

　それはそれとして、ヘンドリックの嘘偽りない気持ちである。怪我のこともあるので先に家に帰したが、早くロスリンの膝枕でのんびりしたい。そしてそんな態度がありありと見えていたからか、ケープが水を向けた。

「でも今日はすごかったですねハウザー卿」

「……はぁ」

「あとジョージの剣さばきも！」

「それほどでもあります」

　思わず主人として鼻が高くてうなずいてしまった。ヘンドリックの従者として双子は同等の教育を受けているが、剣の腕は実はロスリンのほうがジョージより上である。

「それに比べて、参ったと言った後に攻撃したグラニー卿はいかがなものかと思いますが」

「あれはなぁ」

　貴族のケープの言葉に隊長は一気飲みしたグラスを机に置いた。

「ヘンドリックはどう思う？」

「……参ったと言われて、先に気を抜いたジョージのミスです」

　そういうものですか、とケープが息を吐く。

　戦場であれば作法やルールなど通用しないとヘンドリックは祖父に叩き込まれてきた。ロスリンもそれはわかっているはずだが、あのときは冷静さに欠けていたとしか言えない。

「とはいえ、やりすぎだと新米には注意はしておいた。あと、陛下から」

　隊長がポケットから取り出したのは、傷に効く高価な薬草液だ。

「『せっかくの可愛い顔に傷が残ったらもったいない』とさ」

「……お心遣い痛み入ります。ではもう帰っていいですか」

「待て待て」

「まぁまぁ」

　立ち上がりかけたヘンドリックを隊長とケープが押し戻す。

「そういえばケントとも話してたんですが、陛下と隊長は仲がいいですね」

「俺、あいつの師匠だもん」

「はい？」

　ケープの声と同時にヘンドリックも目を見開く。

「まぁ育ての親？　母親の女官が知り合いでさぁ、そうでもなけりゃこんな面倒な役目受けるかよ」

「だから近衛隊に？」

　ヘンドリックの言葉に隊長はうーん、と上を見た。

「子どもはいくつになっても可愛いもんだよ。剣の腕も優秀で、書類仕事や細かいことなんて苦手な子がこれだけがんばってるならさらに」

「隊長」

「そうだったんですか」

　ヘンドリックとケープが尊敬の視線を向けると、隊長が視線をそらした。

「……あと、弱みを握られてて……」

「怖っ！」

　ケープがつっこんだ。

（いくつになっても、か）

　領地にいる祖父とロスリンの両親のことがヘンドリックの頭をよぎる。

　妻と息子夫婦を事故で一度に亡くした祖父は、幼いヘンドリックを厳しく、しかし思いやりをもって育ててくれた。

　クレイトン男爵はそんな領主を献身的に支えた。

　自分と同じように表情が動かず、いかめしい顔をしていて誤解されることも多い祖父だが、何度も衝突があった国境を守る役割を担うのにこれ以上の適任者はいない。ヘンドリックは、彼らに頼りになるところを見せようと必要以上に己を飾って振舞い……結果、オンとオフの切り替えが激しくなり、ロスリンとジョージという安定剤が不可欠な身体になってしまった。

（……そろそろロスリンを領地に戻すべきか）

　訓練場の一件を思い出す。

　もし彼女がオズワルトの突進を避け損ねて大怪我をしていたらと思うとぞっとした。刃が潰れている模擬剣とはいえ切っ先は十分に脅威だ。

　ヘンドリックの従者の座をかけて怒るロスリンが可愛くて、試合を止めることすらしなかった。それはロスリンの腕を信用していたからではあるけれど……結果、不要な傷を負わせてしまった。

　しかも、ロスリンの血を見た瞬間身体が固まって、間に入ることもジョアンナのように制止の声を上げることもできなかったのだ。

（情けない）

　けれど領地に帰したとして、ロスリンもジョージもいない王都で自分は生きていけるのか。

　確実に否である。手詰まりにヘンドリックは心の中で頭を抱えた。

（とにかく帰ったらこれでロスリンの手当てをして）

　エールを口にふくみ、ジョアンナから下賜された瓶をポケットの中で転がす。

　ふと、小部屋でロスリンの怪我の治療をしたときの情景が思い浮かんだ。白い肌に赤い色がにじんでいるのを見てどうにかしなければと、――一瞬、舐めようかと顔を近づけてしまった。

（やわらかかったな……）

　手に触れたのはきめの細かい肌。

　鋭い切っ先がそれを傷つけたことに怒りを覚えて気づかなかったが、あれはもしや口づけをする絶好の機会だったのではと気づく。

（ろ、ロスリンとキキキス……!?）

「ところでヘンドリックは童貞か」

「ぶふぁ」

　油断していたところに隊長からとんでもない話題を振られ、ヘンドリックは思いきり酒を吹き出した。

「な、なにを……っ」

　気管に入ってむせていると真っ赤な顔の隊長はにやにや笑った。

「まさかなぁ、王都中の憧れハウザー卿が女を知らないとか」

「ねぇ」

　いつの間にかケープもそうとう酒を飲んでいたようで、半分ほどしか減っていないヘンドリックのグラスに次々とエールを注いでくる。最悪な絡み方をする二人をにらみ、やけでそれを飲み干した。

「で、可愛がっている従者とはそういう関係なんですか」






　ケープの言葉にヘンドリックはもう一度酒を吹いた。
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　深夜を回って、ロスリンは屋敷の前でヘンドリックの帰りを待っていた。

（遅いな……）

　うろうろと扉の前を行ったり来たりしていると見慣れぬ大きな馬車が止まった。

「おおじょーじ、でむかえすまないな」

　顔を出したのは相当飲んだらしい隊長だ。

「い、いえ」

「あとはよろしくぅおねがいします！」

　こちらも酒に飲まれているケープがヘンドリックを押し出す。慌てて腕に抱きとめて顔を見ると、ヘンドリックは真っ赤な顔で目をつむっている。

　そして酔っ払い二人を乗せた馬車はそのまま夜の街へと消えていった。

「……ヘンドリック様、大丈夫ですか」

「うう」

「ひとまず中に入りましょう」

　すぐに屋敷からも人が出てきて手を貸してくれた。使用人が見守る中、足元がふらつくヘンドリックをベッドに寝かせ、水を飲ませて顔をのぞきこむ。

「気分はどうですか？　今身体を拭きますね」

「……、……」

　わずかに目を開けたヘンドリックはとろりとした目でロスリンを見た。両手が伸びてきたので一つにまとめてぎゅっと捕まえた。

　お世話歴十数年。これは甘えん坊スイッチが入っていると直感する。

「ここは俺が見てますので！」

　慌てて、使用人たちに外に出てもらって扉を閉めた。

「ろすりん……」

「どれだけ飲んだんですかヘンドリック様」

　ベッドの上で、いつものように膝枕で抱きつくヘンドリックに息を吐く。

　冷たい井戸水の入った桶に布を浸して、彼の首や額に浮く汗を丁寧に拭いた。気持ちよさそうにしていたヘンドリックが、しばらくして閉じていた目を開けた。

「へいかから、あずかりものが……」

　起き上がったヘンドリックが服をあちこちひっかき回して、何かの箱とともに青い液体が入った瓶を取り出した。

　そして彼はそっと手を伸ばすと、ロスリンの頬の怪我に貼られたガーゼに触れた。

　ロスリンの頭をひとつかみにできそうな大きな手が、テープとガーゼをゆっくりとはがす。わずかな痛みに顔をしかめると、彼はそのままロスリンの頬に手を置いた。

「どうかし――……」

　綺麗な顔が近づいて、舌が傷口を舐めた。

「！」

「……苦」

「な、なにをしているんですか！」

　ガーゼにふくませた薬草は人体に影響ないとはいえ、経口摂取するような類たぐいのものではない。顔をしかめて口を押えたヘンドリックはしかし、先ほどよりも強い意思をもって傷口に舌で触れた。

「……っ」

　頬をなぞられて、言いようのないぞわぞわした感覚が背中をのぼってくる。

「は……」

　産毛を逆立てるようなヘンドリックの息を近くに感じる。痛み止めにいいと言っていたので応急処置とはわかっているが、ちゅ、と耳元で水音が聞こえて落ち着かない。

「ヘン、ドリック、さま」

「ん？」

　声をかけると彼は顔を離して心配そうにロスリンをのぞきこんだ。その目にはただ気遣う色だけが浮かんでいる。

（うう）

　妙に意識をして恥ずかしいのは自分だけだと気づいて口を閉じた。どこかもどかしく、くすぐったい行為が続けられ、ようやくヘンドリックは顔を離した。そしてのろのろと布に先ほどの瓶の青い液体をしみこませてロスリンの頬に押し付けた。

「――すまない。怪我を、させてしまって」

「どうしてヘンドリック様が謝るんですか」

「……」

　これは気を抜いた自分が悪い。それに傷が残っても別に大したことではないのに、目の前の主人はまるで自分がロスリンを傷つけたかのような顔をする。

　それをどうにかしたくて、口を開いた。

「……じゃあ責任を取ってください……なんて」

　言った途端に腕を取られた。え、と思う間もなくベッドに転がる。

　その上にヘンドリックが覆いかぶさった。頬を上気させた艶っぽい表情で彼は唇を持ち上げた。

「もちろん」

「ひぇ、いえ今のは冗談……っ」

　ヘンドリックがロスリンの額に自分のそれを押し当てた。

「……もちろん、大事にする。一生」

「んっ」

　大きな手が身体を撫でる。焦ったのはロスリンだ。いつの間にか片手が握られてベッドに押し付けられていた。

　服の裾から入った手が直に肌に触れる。

「あの、これは一体」

　――従者や騎士見習いは四六時中一緒にいるし、なんだかんだ面倒を見るから……。

　突然のことに混乱する頭に浮かぶのはケントの言葉だ。従者としての仕事にこんなのも含まれているなんて知らなかった。

「ひゃ……待って、っ」

　首筋に熱い舌が這はって身をすくめたロスリンが制止の声を出せば、素直にヘンドリックは動きを止めた。

　ロスリンをベッドにぬいつけたまま彼は悲しそうにへにょりと眉を下げた。

「……したくない？」

「あ、あの、えと」

「いやなのか」

　ひどい。この顔を前にしたら、ロスリンは何も言えなくなってしまう。悲しそうな子犬の目で見つめられるとなんでもしてしまいたくなる。

　抵抗が少なくなったのを感じたヘンドリックがロスリンの髪をかきあげた。

「いや、とかではないのですがっ――……」

「よかった……」

　ほっとした表情でヘンドリックがロスリンの頬に手を置いた。わずかに上を向くと彼がそっと顔を近づけてくる。

「！」

　唇が重なる。

「っ、ん、ん……っ」

　抵抗も忘れたまま唇を食はまれ、ぞくぞくとした感覚が腰からのぼってきて呼吸が乱れた。

　上からのしかかられたままリップ音を立てて何度もむさぼられて視界がくらむ。その間にも体を這う手にぴくりと反応したロスリンを自分の身体で押さえつけながら、ヘンドリックは至近距離でささやいた。

「逃げないでくれ」

「～～～～」

　こういうときに甘い声で言うのだから反則である。

　ヘンドリックが短いロスリンの髪を撫でた。逃亡の意思がなくなったのを感じたのか、暗い部屋の中で麗しい騎士が嬉しそうに表情をゆるめた。

「優しくするよ」

「ふ……、あ、あ」

　服の中に手が入ってきてそっとロスリンの胸に触れた。宝物を扱うようにこねられてロスリンはとっさにその手を掴んだ。

「だめ、大きくなっちゃ……」

　そんな声は聞こえていないらしく、服を下着ごとずり上げられて腹部が空気に触れる。そこにヘンドリックが口づけた。

「ひゃっ」

　胸を手でこねられながらへそのあたりを舐められて身悶えた。舌はゆっくりと上に移動して、やがて慎ましいロスリンの胸に触れた。

「ふ、ぅ、っ」

　先端が口にふくまれて熱い息がかかる。

　ねっとりとした舌が乳暈にゅううんをなぞって、時折強く吸われて腰が跳ねた。やわやわとその間にも揉まれた胸はヘンドリックの手の中で形を変える。男装しても気づかれないほどの胸のどこが楽しいのか、ヘンドリックはいじるのをやめなかった。

「ん、……」

　そうしている間に、下腹部に重いものがたまってくるのに気づく。呼吸が勝手に上がって、下着が濡れている感覚もあった。

　身体の中に熱がこもって何も考えられない――いや、この時間がもっと続けばいいと思っている。

　しばらくロスリンの胸を愛撫していたヘンドリックが少し身体を起こした。今度は胸元に顔を埋めたと思うと、片手が下着の中に入ってきてロスリンは息をのんだ。

「え、えと、あの……っあ、ぅ」

　自分でさえ触れていない身体の奥をヘンドリックの指が探る。羞恥心と混乱で動けない間に、彼はロスリンの耳に噛みついた。

「ん、っ……ふぁ……あ」

　舌が中に挿し入れられ、形をなぞる。今までに経験したことのない感覚に身をよじるが拘束が強い。やがてヘンドリックが触れるところからはしたない水音が聞こえてきた。

「は……ぁ、――っん」

　ヘンドリックの手が敏感なところを擦るたびにふわっとした感覚が沸き上がった。しばらくして、彼の指が前にある蕾を押しつぶした。

「――あ、っ、ん……待っ、そこ、ぁ」

　ひときわ大きく反応したのを見て指がそこばかりをこねる。今までとは違う直接的な刺激に息を乱すロスリンの胸にもう一度吸いついて、もう片方の手が先ほどより強い力で揉んだ。

「ん、んん、……っん」

「……は……」

　目の前がチカチカして言葉が出ない。そこで蕾をいじるヘンドリックの指が、蜜をこぼす中に侵入した。

「ふぇ、あっ」

「……熱い」

　すぐに奥まで挿し入れられて息を詰まらせる。性急な行為に先ほどまでの快よさが一瞬で消えて指の圧迫感で冷や汗が出た。ロスリンからするとありえないほど深部に入った指に中を探られて、痛みに顔をしかめた。

「っ、……」

　酔っていたとしても、痛いと言えばきっとやめてくれる。けれど。

（こんなに迷いなく……や、やっぱり、ジョージと？）

　ぐるぐると混乱した思考がめぐった。

　もしくはロスリンが知らないうちに誰かを抱いたのだろうか。

　そんなところまで干渉する権利は従者のロスリンにはない。だが腕の中で彼が甘えるのは自分だけだと、そう勘違いしていたことに気づいてしまった。

「……ん、っ」

　口を手で押さえて、なにが理由なのかわからない、あふれてくる涙をまばたきで落としていると、ヘンドリックがなぐさめるようにロスリンの頭を撫でた。それでも行為は続けられて、指が中に入ったまま先ほどの蕾を親指が撫でた。

「っは、ぅ……」

　蕾だけをいじられたのとはまた違う感覚だ。指を拒むように力が入っていた蜜洞が、くちゅくちゅと音を立てて急激にゆるんだ。

「ああ、こうか」

「あっ？　あう、……っひ、あ、あ、ん」

　自分の身体の変化に戸惑う。蕾を撫でるまま指を抽挿されて鼻にかかった声が出た。すぐに頤おとがいに手がかかって口づけられるまま中を擦られる。

「は、っぁ、いき、……苦し……」

　上も下も責め立てられて、うまく息が吸えないロスリンは顔を離させようとしたが、ベッドにヘンドリックの身体で押さえつけられてかなわない。舌が絡み、ロスリンの顔を固定していた剣だこだらけの手が、震える喉をあやすように撫でた。

「――や……っ、ぁ」

　そこで中に入っている指が奥の一点を触った。

　違和感と痛みが大きかったはずなのにそれだけでぞくぞくした感覚が一気にたまって、さらに息が乱れた。

「待っ、……くださ、そこ、や……っん、ん」

　飲みこみきれない唾液が口の端をしたたる。襲ってきた波に怯えてヘンドリックの服を掴んだ。

「あ、っ、……ん、ぁ」

　そんなロスリンに口づけながらヘンドリックは執拗にそこを探った。聞こえる水音が大きくなって、最後に蕾を押さえられるとそれがはじけた。

「っあ、―――――……、……」

　甘い陶酔とともに身体が勝手にがくがくと跳ねた。初めての快楽の衝動に翻弄されて思考がまとまらない。

「かわいい」

「……、……っま、た」

　はぁ、と息を吐いたヘンドリックが指の動きを再開した。蜜がとろりと彼の指に絡まるが、達したばかりの身体には過ぎた刺激にロスリンは半泣きで喘あえいだ。

「や、っぁう、……っふあ、も、じゅうぶん……っ」

「こんなにせまいんじゃ、辛いよ」

「ひっ」

　性急に二本目の指が挿入される。小さく悲鳴をあげたロスリンをなぐさめるように舌が涙をすくって、頭を撫でられた。

　どれくらい経っただろう。

　やがて、指がゆっくりと抜かれてロスリンはあおむけで荒く息を吐いた。ヘンドリックが暑そうに服を脱ぐ。訓練や着替えの時は恥ずかしくて見られなかった、均整のとれたしなやかな筋肉が目の前にある。

　ヘンドリックはふらふらした動きのまま、先ほど瓶とともに取り出した箱を手に取った。中に入っていたものを、下腹部に影になってそそり立つものに装着した。

（……っ）

　避妊具だ。迷いのない動きでつけている……いやそれより、と思わず自分のお腹を見た。あんな大きなものを受け入れたら内臓が圧迫されて死ぬのでは。

（で、でも、別の誰かは受け入れてて、……っそれにこれは従者の仕事で！）

　ヘンドリックが、混乱と恥ずかしさで赤くなったり青ざめたりするロスリンの入り口に切っ先を押し当てた。

　何度も果てて、とろけて快楽に浸されたそこに先端が埋め込まれる。

「――っ」

　先ほどとは比較にならない太さと痛みに息をつめると、身を寄せたヘンドリックはロスリンの背中を優しく撫でた。

「は、……あ」

　その大きな身体にすがりつく。胸と胸が密着して距離が近くなり、どちらともなく口づけて唇をむさぼった。

「ん……入らない……力、抜ける？」

「……」

　聞かれてふるふると首を振る。受け入れるには辛くて力の抜き方がわからない。そこでヘンドリックは口を離した。

「こっちか……」

「っあ、あ」

　大きすぎるものを受け入れる、その先端にある蕾を擦られた。途端にずるりと一層奥に入る感覚があって、内壁を亀頭で擦られながら愛蕾あいらをこねられて喘いだ。

「や、っやら、それ、っあ、あ」

「もう少しだから」

「ふ、う、う」

　先端が抜ければあとは少しずつ奥へ入っていく。そして中でヘンドリックの熱が何かにぶつかる感覚があった。

　息も絶え絶えでそっと目を開けてびくりとする。ロスリンに覆いかぶさるヘンドリックは、いつもと違って獣のように目を爛々と輝かせていた。頬を手で撫でた彼の唇が少し持ち上がるのが見えた。

「……これだけ狭いからわかっていたけど」

　ヘンドリックの手が腰を掴んだ。

「俺が、初めてだね」

「――っ」

　一気に打ち付けられて、一瞬強い痛みが通り過ぎた。何かが千切れる感覚がして屹立きつりつを根元まで飲み込んだ。下生え同士が擦れるのを感じながらヘンドリックに抱きしめられた。

「俺だけの……」

「ま、まだ、うごか……っ」

　ぎしぎしとベッドが鳴る。ヘンドリックの下で彼の肩に顔を埋めながら、ロスリンは腰を掴まれて揺さぶられた。

「あ、ああ……っへんどりっく、さま」

　ヘンドリックの屹立に抽挿されるたび、ロスリンの背中がしびれる。中は悦んで蜜をこぼして二人分の液が足を伝った。

「……っはぁ、……」

　ヘンドリックが吐息をこぼす。黒い髪が汗で頬に張り付いて、ロスリンはそっと手を伸ばしてそれを払った。

　もうずっとしびれたように気持ちよくて、額をシーツに押し付けてヘンドリックが動くのに翻弄されるままだ。

「っは、あ、……ん、ひゃん」

　果てが近くてのけぞればヘンドリックに首筋を噛まれて甘い声が出た。そこを舐められてまたぞわぞわした重いものが腰にたまる。目の前に星が舞い、そこでヘンドリックが屹立を埋めたまま入り口の上にある愛蕾を押した。
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「や、ぁう」

　身体が大げさに跳ねる。その反応に気をよくしたのかいじりながら首を舐められてロスリンは身悶えた。

「や、やだ、っぁあ」

「締まった」

「しゃべらな、ぁ、あ」

　勝手に身体が快楽に駆けあがる。腰を引こうとしたロスリンをベッドに押さえつけてヘンドリックが入口へと肉棒を引くと、一気に奥へ打ちつけた。

「ひ、あ、ぁ――……」

　それで耐え切れず達した。がくがく震えるロスリンを抱きしめて、ヘンドリックがしばらくして息を吐いた。上にのしかかるヘンドリックの体重は心地いい。よしよしと頭を撫でられてふわふわした感覚のまま目を閉じる。

　もったいぶるように身体を起こしたヘンドリックがずるりと屹立を抜けば、つけている避妊具には白い液体が入っていた。薄い膜でできているらしく、彼はそれを無表情のまま外した。

　それを見るロスリンの気持ちはなんとも言えないものだった。気遣ってくれたのはわかっているのだが、同時にやはり従者相手のただの処理なのだろうと。

　彼が汗をかいているのを見て、ロスリンは腰に力が入らないまま起き上がった。

「水を……」

「いいから」

　ロスリンをヘンドリックが抱き寄せた。ふわふわした気持ちのままロスリンも抱き返す。そこでピクリと反応した彼がロスリンをのぞき込んだ。

「もう一度、……いいかい？」

「え……ん、っ」

　ヘンドリックがロスリンの頭の後ろに手を置いてまた唇が触れあった。

「ん、っん……」

　気持ちよさを知った身体はすぐにぐずぐずに溶けて、抵抗する力を失ってしまった。そこで。

「……、ジョ……、――」

（え？）

　小さく彼は誰かの名を呼んだ。
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　夢うつつで避妊具をつけ直したヘンドリックは、再びロスリンを抱いていた。

　心地よい中はすっかりヘンドリックの形を覚えて締め上げてくる。ずっと抱きしめるだけで自制していたそれ以上の触れ合いは、一人でするよりはるかに快い。

　けれどロスリンは一度目と違って抵抗を激しくした。

「……っ待っ、は、ぁ、――あ」

　ゆっくりと引き抜いて挿入するのを繰り返せば、ロスリンはその都度健気に震えて雄茎おはせを締め上げた。避妊具越しでの触れ合いなのがもどかしい。

　けれどそうでもしないと、夢の中とはいえ自分はきっと彼女が孕むまで抱くだろうから。

「私、ちが……」

　細い腰を掴んで動けば、身悶えた彼女の綺麗な涙が頬にこぼれた。それを舐めとる。

「泣かないで」

「っふ、う、う」

（俺が、ずっとこうしたかったの、知らなかっただろう）

　逃げようとする身体を上から押さえつけて腰を動かした。

「足りない」

「あ、っん、う……はぁ」

　可愛い胸をこねて先端を指でいじる。途端にびくりと身体が跳ねて中が一層締まった。一瞬で全部持って行かれそうで、息を詰めてやり過ごす。

　女性が喜ぶところと己の心地いいところは知っているが、抱くのはもちろん夢でもロスリンが初めてである。なので。

「……へんどりっく、さま……待って、や」

　下手、という言葉を聞きたくなくて唇にキスをする。熱が中に入ったまま舌を軽く噛んでは表面を舐めた。

「ん、んん……」

「は……」

　呼吸を交換している間にも汗が頬を伝った。

　ロスリンの弱いところはもうわかっている。そこを擦りあげるとだんだん呼吸が荒くなって……綺麗な緑色の目がとろりと潤んだ。

「……あ、あ―――」

　背中にまわった手が達するときにヘンドリックの皮膚をひっかく。可愛く素直なロスリンの反応にすでに限界だったヘンドリックは細い身体を抱きしめて、こもった熱情を吐き出した。
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　目が覚めて、ロスリンは少しだけ身体を起こした。

「いた……」

　足の間が痛い。まだ薄暗い部屋で身体中に赤い痣が散っているのを見る。

　ベッドのあちらこちらに避妊具が落ちていた。

　ヘンドリックは誰と思って抱いたのだろう……ジョージかジョアンナか。呼んだのはロスリンじゃなかった。わかっていたはずなのに、具体的に名前を聞いて動揺している自分を知る。

　まだヘンドリックはぐっすりと眠っている。ロスリンをしっかりと抱きしめる、その何も着ていない胸にぎゅっとすがりついた。

　大好きなヘンドリックに抱かれたのだ。人違いでも、嬉しいことだ。起こさないように慎重に腕の中から離れた。

　すんと鼻をすすってベッドから出る。

（証拠を、隠滅しないと……！）

　手早くシャワーを浴びて、髪も乾かさないまま服を着てヘンドリックの着替えと新しいシーツをクローゼットから取り出す。温かい布で手早くヘンドリックの身体を拭いて――いつもしているおかげか、彼は起きる気配もなく気持ちよさそうにしていた――服を着せ、汗やいろんなものでぐちゃぐちゃなシーツをなんとか替えて、袋に入れて自分の部屋に置いた。後で処分すればいいだろう。

　朝から完璧に仕事を終えたロスリンは満足して息を吐いた。

















第三章　すきなひと












　ヘンドリックはその日、やけにすっきりと目覚めた。

　長年ためこんだものを吐き出したような、なにかとても幸せなような……。

　そこでミントの匂いとともにお茶の用意を持ってロスリンが入ってきた。

「おはようございます」

「……おはよう。喉、どうした」

　聞いたことがないかすれた声。聞けばロスリンは、はっと喉を押さえた。

「口を開けて寝てしまって」

　その頬にはガーゼが貼られている。それを見て、昨日の訓練や酒場のことを思い出した。

　散々隊長とケープにからかわれて、これくらい持っていろと避妊具の入った箱を渡されて。そして何かもっと大事な――ベッドで、とても重要なことがあったような。

　しかし現実世界を認識した途端に頭痛がひどくなり何も考えられない。頭を押さえてうめいているとロスリンが顔をのぞきこんだ。

「二日酔いはどうですか」

「……」

　自分の従者は今日も可愛い。

　酒場から戻ったヘンドリックは汗だくだっただろうに服も新しいものになって、シーツはきれいになっていた。

「……手間をかけたね」

「全然。隊長やケープ卿と楽しい時間だったなら何よりです」

　そう言いながらロスリンはお茶を淹れた。一層ミントの香りが部屋に広がり、爽やかな匂いが鼻をくすぐる。鮮やかな黄緑色をしたお茶にひとかけの瑞々しいペパーミントを浮かべてロスリンが差し出す。

　飲むとムカムカした胃がスッとした。味加減が絶妙だ。

「もう一杯もらえるかい？」

「もちろんです」

　何度かおかわりをして二日酔いを散らしていく。夢の中の多幸感が現実世界の身体の重みでうすれていく。

（いかん、頭が働いていない）

「出仕の前にシャワーを浴びたほうが……」

「そうさせてもらおう、か」

「あ」

　立ち上がったところでふらりと傾ぐ。それをロスリンがとっさに支えた。前から抱きつくような姿勢になって何か既視感に襲われる。

　ロスリンの華奢でやわらかい身体と綺麗な髪が目の前にあって、思わずヘンドリックは抱く腕に力を込めた。

「っ」

「――すまない！」

　びくりとロスリンが震えたのを感じて慌てて手を離す。

（何をしているんだ俺は）

　どうも昨日の彼女の怪我から距離が近くなっていると自覚して舌打ちをした。そして一瞬遅れて、ロスリンの髪が少し濡れていたことに気づいた。

「ロスリンも髪を洗ったのか」

「あ、……は、はい。水をかぶったくらいですけど」

「喉を傷めているのに？」

　まさかヘンドリックが吐いてそれがかかったとか、それとも看病についていて汗をかいたのか、どちらにせよ迷惑をかけたことだけは確かである。

「それより急いでください、仕事に遅れますよ！」

　背中を押されて浴室に入る。湯ではなく水を浴びながら落ち込んでいると、ふと背後にあるガラスに赤いものがうつった。

（ん？）

　背中に小さく赤い傷がある。昨日の訓練のものだろうか。しかし背中に攻撃を受けた記憶はない。首を傾げつつ浴室を出て、朝食にスープだけを飲み二日酔いでガンガンと痛む頭を抱えて出仕する。シャワーを浴びて酒の匂いだけはごまかしたがこればかりはどうしようもない。

「おはようございます……」

　うめきながら近衛隊の集合用の部屋に入ると。

「おう、おはよう！」

「おはようございます。ハウザー卿」

　隊長もケープもけろっとして挨拶をしてくれた。

（これが、近衛騎士……！）

　二人への尊敬の念を深くしたヘンドリックだった。
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　従者の仕事とは主人のそばにつねに付き、そのお世話をすることである。しかもだいたい荷物を持つ。

（うう、腰が痛い）

　騎士の従者は力仕事だ。今日は王宮に置いてあるヘンドリックの剣や装備の手入れをしようと決めていた日だったので、ロスリンはそれらを箱から出して磨いた。辺境伯が孫のためにと手に入れた一級品を丁寧に手入れし、箱に戻して元の位置にしまう。

（そうだ、ついでに訓練場にある武具も）

　ふらふらと廊下を歩き、訓練場に他の近衛隊員と一緒に置いていた私物を部屋に運ぶ。

　ヘンドリックと肌を重ねて気絶するように眠ってから、彼に気づかれる前に起きて証拠隠滅をしたのでほとんど寝ていない。昼を過ぎるとさすがに疲労がたまってきた。

　――もう一度、……いいかい？

　しかも気を抜くと、ベッドの中で聞いたヘンドリックの吐息や快さを思い出してしまう。（しゅ、集中しないと）

「大丈夫か」

　両手で武具を抱えてふらふら歩いていると、突然軽くなった。

　上を見るとヘンドリックだ。先ほどまであったはずの荷物はすでに彼の手の中にあった。

　――はぁ……。

（わ）

　すぐにまた艶めいた表情を思い出してしまう。

　よしよしと頭を撫でていたヘンドリックは、ロスリンが固まって真っ赤になったのを見て眉をひそめて額に手を置いた。その触れられた手の感触に、ロスリンの緊張はさらに高まる。

「喉のこともあるし、風邪じゃないのか」

「いえ違います……お手をわずらわせるわけには！」

「いいから。これはどこに持っていけばいい」

　すでに黒い甲冑一式を身につけているというのに、荷物が増えても足取りは乱れもしない。すでに二日酔いもどこかにいってしまったようだ。素晴らしい回復力である。

「自分の従者にも優しいなんてさすがヘンドリック様ですね」

　そこに飛び込んできた声はオズワルトだ。

　次いで彼はヘンドリックの手にある武具を受け取った。そしてロスリンの顔を見て頭を下げた。

「――昨日はすみませんでした！　怪我は大丈夫ですか」

　思わぬ謝罪に驚くと彼は言葉を続けた。

「隊長にも怒られて反省したんです。なんてことをしてしまったのだろうって……許してもらえますか」

　じっと泣きそうな顔で見つめられてロスリンはたじろいだ。昨日は、確かに怒っていたけれど時間が経って冷静になると、自分でも大人げないことをしてしまったと思う。

「先に気を抜いた僕が悪いんです、気にしないでください。こちらこそ、いろいろ失礼なことを言ってしまって」

「ああよかった！　お詫びに持ちますよ、どこに運べばいいでしょうか」

　ロスリンの言葉にオズワルトが快活に笑った。

　さすが騎士見習いと言うべきか、武具の扱いもしっかりしていて部屋まで持ってきてくれた。お礼を言って、去っていくオズワルトとヘンドリックを見送ってロスリンは自分の頬を叩いた。

　傷口にガーゼの上から触れて、痛みで慌てて手を離す。

（もっとしっかりしないと）

　けれどその決心もなかなか持続しなかった。






　こうなってから気づいたが、ヘンドリックは意外と距離が近い。ことあるごとに頭を撫でてくるし、話すときはロスリンが聞きやすいように身を屈めてくれる。

　困っていたらどこで察知するのかすぐに駆け付けてくれたり――ケントが『過保護』と言っていた意味をようやく悟る。

　数日が経過してもそのたびに、自分だけが知るあの夜のことを思い出してしばらく集中できなくなってしまうのだ。……誰かの代わりに抱かれたことを含めて。

　結果としてミスや忘れ物が多くなっていった。






「す、すみません……！」

　この日も、ジョアンナの机にお茶をこぼしてしまった。侍女がすばやく書類を避難させて机を拭く。一瞬にして綺麗になった執務机でジョアンナが目をぱちくりした。

「それはいいが、ジョージ、先週お願いしていた資料は」

「あ」

　まだできていない。

　そのあとも本を落としたり、ミスを続ける。挙句の果てには騎士隊で必要なヘンドリックの礼服に水をかけてしまった。

「も、申し訳ありません……！」

「これくらいは何でもないよ」

（駄目だ）

　ヘンドリックの世話すらできないなんて。

　罪悪感とともに執務室でふらふら動くロスリンを見てジョアンナが顔をしかめた。

「最近疲れているのか？　集中できてないようだが」

「……そう、かもしれません」

　ヘンドリックが、ロスリンの持っている書類を取り上げた。

「ジョージ、今日は休みなさい」

「でも」

「オズワルトがいつでも代わりに雑務をすると言っているから」

「……」

　しょぼんと肩を落としてうなずいた。それでもせめてもの抵抗で、屋敷に戻るのではなく王宮にある部屋で仮眠だけ取らせてもらうことにした。部屋まで送ると言うヘンドリックの申し出を丁重に断るのにその後十分ほどかけて……。

「誰かに話しかけられても無視して、すぐに寝るんだぞ」

「はい」

　心配性のヘンドリックに笑って廊下に出るとオズワルトがちょうどやってくるところだった。ロスリンの顔を見て彼はぽんと肩に手を置く。

「あとは任せてしっかり休みなよ」

「……うん」

「失礼します！」

　意気揚々とオズワルトが執務室に入るのを見送る。すぐに中からはわいわいと楽しそうな声が聞こえてきた。

　ヘンドリックには自分たちがついていないと、と思っていたけれど王都に来てそれが間違いだったことに気づいていた。

　ジョアンナや隊長、ケープ、オズワルト、彼の世界は確実に広がっている。ぎこちないながらも人前で少し笑顔を見せるようになったのも変化だろう。

（じゃあ、私は……）

　こうやってヘンドリックから離れると途端に不安になる自分は、彼にしがみついているだけではないだろうか。今まではそばにいることを望んでくれたけれど、こんなに仲間が増えたヘンドリックの目には役立たずのロスリンはどう映っているのだろう。

　そう考えるだけでも足元が崩れ落ちそうになる。

　それに、ヘンドリックが抱きたいほど好きな相手はロスリンではない。叶うなんて思ってなかったけれど、突きつけられた現実は確実にロスリンの心をむしばんでいた。

（そろそろ潮時なんだって、ちゃんと受け入れないと）

　ここにきても未練がましい自分に嫌気がさす。

　泣くのを堪えて廊下を歩く。王宮には専属騎士としてヘンドリックの私室が用意されている。そこに付随している従者用の部屋まできたところで力尽きた。

　シャツのボタンはきっちりしめたままベッドに潜り込む。そういえばヘンドリックに抱かれてからもいつもどおりの仕事をしていて、ぐっすり寝る時間はあまりなかったことに気づいた。

（少し寝たら、……）

　すぐに睡魔が襲ってきて、二秒を数える間もなく眠りについた。






「ん……？」

　どれくらい寝ていたのだろう、薄暗い部屋で目が覚めた。

　大きな手が肌に触れている感覚がある。頬を撫でたそれが首筋を滑って、鎖骨を撫でた。ゆっくり眼を開けると、カーテンのしまった部屋の中でわずかな光が窓から入ってきていた。

　ベッド脇には大きな影がある。

「……ロスリン」

「ヘンドリック様？」

　また手が首を撫でる、くすぐったさに身を竦めると彼が言った。

「この、痣は何」

「――っ」

　がばっと起き上がる。いつの間にか服がはだけられていて、情事のあとが露あらわになっていた。

　そこでようやく意識が覚醒した。
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　仕事がひと段落したところで後をオズワルトに任せて、ヘンドリックはロスリンのもとに急いだ。

　オズワルトがこうして手伝ってくれるのはいいことだ。専属騎士を担ってくれればヘンドリックも心置きなく領地に帰れる。

　ロスリンのファンは王宮内でますます増えていた。オズワルトには申し訳ないが、先日の訓練以来、あの細身な身体といつも柔和な対応をする彼――彼女、だが――から的確で強烈な一撃が繰り出されたことにしびれた者が多かったらしい。証拠に、手紙には明らかにジョージ宛のものが増えている。それに……ここ数日、どこか気だるげなロスリンはいつもより艶めいた雰囲気を増していた。

（ちゃんと寝てるな）

　王宮の部屋でヘンドリックはロスリンが無事にすやすや寝ているのを見てほっと息を吐いた。椅子を持ってきて枕もとに置く。途中で調達した水差しとコップも、いつでも飲めるようにサイドチェストに置いた。

「ん、ぅ」

　寝返りをうったロスリンが、少し息苦しそうに声を出す。しっかりとシャツのボタンが首元までしまっているのを見て、ヘンドリックはそろりとそれを外した。

（目に毒すぎるが、これで少しは……ん？）

　開いた胸元の白い肌から顔を背けようとして、違和感をもった。肌に触れないようにシャツをめくると……そこにはいくつも、赤い痣がついていた。

　虫刺されと思うほど幼くはない。――情事のあとだ。

（いつ、誰と）

　震える手でそっと彼女の袖口を確認すると、そこにも消えかけているが痕が残っていた。まるで自分のものだと主張するような尋常ではない数。

　いつもロスリンはヘンドリックのそばにいてくれるが、もちろん四六時中というわけではない。自分の知らぬ間に誰かがロスリンと熱を交わした――そう思うと息ができないほどの衝撃が全身を貫いた。

「――……誰だ」

　ロスリンはヘンドリックよりも社交性があるし、情報を収集する立場から交友関係も広い。ケント、隊長、ケープ、ジョアンナ、いろいろな顔が浮かんでは頭の中をぐるぐる回る。そっと手を伸ばしてロスリンの肌に触れる。ぬくもりとともに呼吸に合わせてゆっくりと上下する胸元に指を滑らせた。






「ん……」

　小さな声がして彼女が目を開ける。

　名前を呼ぶといつも通り無防備な顔でこちらを見た。

「ヘンドリック様？」

　消えかけの赤い痣を撫でた。

　どこで誰と何をしようとロスリンの自由だ。自分がそこに介在する権利はない。そうわかっているけれど、口は勝手に言葉を紡いだ。

「この、痣は何」

「――っ」

　目を見開いたロスリンが飛び起きてシャツで胸元を隠す。勢いがよすぎてそちらに布地が引っ張られて、逆に裾が持ち上がる。脇腹のそこにもキスマークがついていた。









　＊　＊　＊









「こ、これは、ヘンドリック様には関係ないことです！」

「……関係が」

　どうしよう、バレてしまった。

　部屋が暗くて目の前のヘンドリックの表情はよく見えない。ロスリンはぎゅっと服を握りしめて、口を開いた。

「……従者を、やめてもいいですか」

「なに」

「ジョージを探して連れ戻したら……領に先に戻ろうと思います」

「帰ってどうする？　ロスリンの主人は俺だろう」

「それは」

　ヘンドリックに抱かれてから、身の振り方をいくつか考えていた。

　処女であるかを気にしない男性に嫁ぐか、修道院か……。いずれにしても、ヘンドリックには言わないでおこうと決めていた。彼に抱かれたのはロスリンの意志だ。その結果、彼の望んだ相手が自分ではなかっただけで。

「ヘンドリック様はお気になさらず」

「……」

「騎士の勤めを果たして……立派な領主として戻られることを祈っています」

　ぐいっと腕を引かれた。

「祈る？」

「ヘンドリック様？」

　そこでようやく目が暗さに慣れてくる。いつもの、ロスリンを前にした表情ではない。冷ややかで、身体から怒気が伝わってくるような……。

　あまり表情に変化がないヘンドリックの感情を皆はわかりにくいと言うけれど、ロスリンとジョージには昔から難なく見分けられるものだった。

　楽しい、嬉しい、寂しい、心配、わずかな変化だがそれがわかる自分たちを誇りに思っていた。

（でも、今日はなんだか）

　感情が読みにくい。いや、怒っているのだというのは伝わる。だから一層。

（怖い）

　そう初めてヘンドリックに感じた。

「――駄目だよ行かせない」

「へ、ヘンドリック様……？」

　やけに恐ろしい。ロスリンを捕らえたままヘンドリックが顔を近づけた。

「他の男と結婚するの？　俺をおいて……」

　殺気を含む視線が身体を貫く。鋭いプレッシャーに晒されて背中に鳥肌が立った。

「え、あ」

　服の裾から入った冷たい手が肌に触れてびくついた。ロスリンの髪に顔を埋めたヘンドリックが荒い息を吐きながら小さな胸をこねる。頂を指が押しつぶしては引っ張られて熱が上がった。

「ん、ん」

　いっそ痛いくらいの刺激にヘンドリックの服を掴むと、耳に舌が挿し入れられて、じゅるじゅると水音が直接脳に響いた。外耳を噛まれて腰が無意識に跳ねる。

「ひ、……っん、ん」

「はぁ、……は」

　荒い呼吸が耳に吹きこまれて、お腹にヘンドリックの屹立が押し付けられ、そこでようやく抵抗を思い出した。

「待って、待っ」

「ロスリン」

　吹き込まれる優しい声に混ざるのはなだめるときの響きだ。途端に動けなくなるロスリンの服のボタンをヘンドリックがゆっくりと外していく。

　暗い部屋でランプに反射して青い目が光った。

　ヘンドリックがもどかしそうに服を脱ぐと、鍛えられたしなやかな身体が暗がりに浮かぶ。そのまま身を屈めたヘンドリックがロスリンの肌に口づけた。

　ちくりとした感覚があって彼の舌がなぐさめるように舐めた後、離れた。見れば胸元に消えかけていた痣がまた鮮やかな赤に染まっている。

　同じようにヘンドリックは他の痣もなぞっていった。首、腕、お腹や足、太もものきわどいところまで躊躇なく。前回は抱かれながらもうろうとしていた行為だったのに、今回は薄い唇の感触にむしろもどかしさが先に立って戸惑った。

　ロスリンのお腹の奥が寂しさを主張する。前のように抱き合って、溶けてしまうくらいひとつになって、――ヘンドリックの気持ちよさそうな顔を見たい。知らず息をのんだロスリンの脚に彼が手を置いてわずかに開かせた。

「ん、っ」

　びくりと身体が震えるのを止められなかった。

　身体中にキスされている間に前回の快さを思い出した入り口はすでに蜜をはしたなくこぼしていて、そこを知られたらと思うと羞恥で消えてしまいたくなる。

「ひぁっ」

　ヘンドリックの手が奥に触れると途端に背中にしびれが走った。ロスリンの身体は入ってきた指をわずかな抵抗だけで飲み込んだ。

「ん、っ……ん」

「それで、誰？　ロスリンを抱いたのは」

（ヘンドリック様です！）

　首の弱いところを舐められて息が上がる。大きな身体が覆いかぶさって逃げられない。

　記憶がなくても感覚は覚えているらしく、ヘンドリックの指はなんなくロスリンの弱いところを探り当てた。入り口の浅いところを擦られては奥の一番感じるところをノックされて、親指が愛蕾を撫でる。

「っは、……ん、やっ、ああだめ、え……――――」

　性感帯を一度にヘンドリックの指で昂らされて耐えられずに達して、指を飲み込んだままぎゅっと身体が縮こまる。それを静かに見ていた彼はまだ痙攣する中をまたゆっくり動かし始めた。

「ひぁ、っあ、う」

「相当慣らされたみたいだな」

（……あなたにですが！）

　達したばかりでまた探られて喘ぎながら首を振る。うまく言葉が出てこない。そのロスリンを見て小さく舌打ちしたヘンドリックがうつぶせにした。

「こういう格好は、した？」

「あ、っあ？　あ……ふぁ、あ」

　獣のように四つん這いになった状態でヘンドリックの屹立がぬめるロスリンの中に埋まっていく。その感覚に何度も腰が跳ねた。

　いつかの快楽を思い出してくらむ視界の中、しかし違和感があった。

「っは、あぅ、……あ」

「ロスリンの中、熱くて狭くて、とろけそう」

「待っ、避妊具……っ」

　ヘンドリックの熱が直に伝わってくる。互いの液で濡れて前よりも入ってくるのが早い。

「ん、ぅ、……あ、あ」

　硬さも血管の凹凸も全部ロスリンの壁が包み込んで、逃れようとすればむしろ自分でいいところへ導いてしまう。

「っはぁ」

　ヘンドリックが息を吐き出す。彼がそっとロスリンの頤に手をかけた。

「ん、っぐ」

　唇が触れあう。表面を重ね合わせたそれが揺さぶられて息を乱すロスリンの唇を食んだ。それだけでまた中が締まる感覚がある。

「や、っぁ」

　押しのけようとした手をまとめられてシーツに押し付けられた。上から力が加えられれば振りほどくこともできずに、口づけは続けられる。熱い舌が口の中に入り、意思をもってロスリンの舌に絡んでは離れて、歯列をなぞった。

「頼むから逃げないでくれ」

「……っ」

　キスの間に苦しげな吐息とともにささやかれる。屹立が隘路あいろを何度も行き来してロスリンは喘いだ。
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　大きな身体がのしかかって逃げられない。それ以上に、ヘンドリックの言葉に身体は抵抗する意思をすでに失っていた。

（こんなの、ダメなのに）

「ヘンドリック、さま」

「……ん？」

　キスを繰り返して舌を絡ませると、唾液が唇からこぼれた。

「は、ずかし、……ひあ」

「俺は情けないところ全部見せてるよ、ロスリンも、見せて」

「っ、ん、ん」

　先ほどよりもキスが深くなった。息ができないくらい舌が口内を這いまわり、その上最奥を突かれてなにがなんだかわからなくなってくる。

「……愛してる」

「……っ」

「愛してる、ロスリン、好きなんだ、……初めて会ったときから」

「ひゃ、ぁ、あ、っん」

　弱いところを擦りあげられて声が上擦った。

「愛してる、あいしてる、あいしてる」

　身体に与えられるとろける快楽と耳に入ってくる幸せな言葉で脳が混乱する。呪いのように繰り返すヘンドリックを止めたいが、嬌声以外の言葉がうまく出てこない。

「っふぁう、あ、へんどりっくさま、ぁ、あ」

「上も下も俺でいっぱいで……かわいい」

「とまって、っおねが」

「ロスリン……っはぁ」

　聞いていない。その間にも弱いところを剛直が擦って小さな頂を何度も越した。逃げようにもがっちり押さえ込まれて喘ぐしかできない。じゅぶじゅぶとどちらのものか水音が大きく響く。

「はっ、あ、あ、……」

「結婚するなら領地の誰かかい？　大丈夫だよ、初夜権を使ってどちらにせよ俺がもらうから安心して」

「っふ、ぅ」

「いや、……いっそ夫を殺してやろうか」

（ですから……！）

　何か壮絶な勘違いをされているのだけはわかった。

「好き、すき、すきだ」

「ん、っ……」

　ぐいっと腕を引かれて、後ろでつながったままベッドに座ったヘンドリックの膝に乗る。途端に自重で奥まで屹立が埋まってロスリンは喉を震わせた。

「や、っふあ、ぬい、……いってます、いって、るから」

　達しているのに腰を掴まれ、下から何度も突かれて悲鳴をあげた。抵抗しようにもヘンドリックが後ろにいてはろくに動くこともできない。

「まっ、て……お願、あ、あ……っ」

　すぐに次の波が押し寄せて息を詰める。絶え間なく与えられる刺激に、このままでは死ぬと悟る。下から揺さぶられながらなんとか声を出した。

「――……ヘン、ドリックさま、です、っ……、あ、ぅ……すきな、ひと……もだかれたのも……！」

　ぴたりとヘンドリックが動きを止めた。

「え」

「……は……ふ」

　ようやく訪れた快楽の休憩にロスリンは荒く息をして肩を上下させた。何度もイかされて少しの刺激でも辛い。

「え、ええ？」

「～～～～」

　信じてないようすのヘンドリックを見上げると、目尻にたまっていた涙がこぼれた。
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　ヘンドリックの欲望を受け入れたままのロスリンの綺麗な目から涙がこぼれる。

「いつ、そんな！　もったいな……っごほん」

「……隊長とケープ卿と飲まれた日に、酔って、……別の方と私を勘違いして」

「ま、待ってくれ……嘘だろう」

　確かに『夢』でロスリンを抱いた気がする。触れたくてたまらなかった身体を存分に味わって、欲望のまま犯して……それが現実だとしたら。

　さぁっと全身の血の気が引いた。腕の中ですんすんと泣いているロスリンを見る。彼女の身体中にある痣はヘンドリックが上書きしたので濃い赤色になっている。首筋から足の先まで自分の所有印のようにつけたこれがまさか、ヘンドリックの所業とは。

　しかも今、まさにロスリンの中に入った状態だ。

「うわぁあああ！」

　一瞬遅れて、まだ入っていたいと主張する己の分身を抑えて、狭いロスリンの中から抜くとその華奢な身体を抱き上げた。

「っふ、ぅ、……っく」

「な、泣かないでくれ……いや、俺が泣かしているんだが」

　強く抱きしめる。しばらくそのまま、ロスリンが落ち着くのを待った。

「……だが、ベッドにもそんな情事のあとは全くなかったが」

「証拠隠滅しました」

　さすが有能従者。そういえば翌朝、自分の背中に引っかき傷があったのを思い出した。おそらく積年のヘンドリックの欲望をすべてぶつけられたロスリンの、わずかな抵抗の痕。

（ほとんど覚えていないなんて俺の馬鹿……いや、今はそこじゃなく）

「べ、別の人と勘違いして、というのは……？」

「ヘンドリック様はジョージかジョアンナ陛下が好きなのでは」

「待て。どうしてその二択なんだ」

　というか一人ではなく二人の名前が出る時点でおかしい。しかもよりによってその二人。

「前のときに、抱きながら名前を」

「――」

　頭を抱える。意外とシスコンなジョージに、ロスリンとこういうことをしていると知れたら殺されそうだと思った気がする。

　深呼吸をして、ヘンドリックはロスリンを真っすぐに見つめた。

「俺は、ロスリンが好きだよ」

「……、……はい」

　真剣に言えば消え入りそうなほど小さな声が返ってくる。今さら伝えなくても確かに先に告白している。綺麗な長い髪をヘンドリックのためにためらいなく切った彼女の頭に口づけ、問いかけた。

「ロスリンも？」

「――……はい」

　先ほどよりもさらに小さな声。

　顔を上げた拍子に彼女の大きな目からまた涙がこぼれた。

「で、でも、お二人と仲がいいので……」

「仲がいいから好きとは限らないだろう？」

「……」

　わずかにロスリンの目が泳ぐ。しばらく言葉が彼女の中にしみるのを静かに待っていると、ロスリンが言葉を続けた。

「二人とも、ヘンドリック様が好きですし」

「あの二人は俺の利用価値を見てるからだ」

「そんなはず……」

　否定しかけて思うところがあったらしい。腕に力を入れて逃がさないようにしたロスリンの額に額をくっつけた。

「俺が抱きたいほど好きなのは、昔からロスリンだけだ」

「……」

　目の前の顔がみるみるうちに赤くなる。りんごのように可愛くおいしそうな頬にヘンドリックが軽くかじりついた。小さく悲鳴をあげるロスリンを抱きしめる。

「無茶をしてすまなかった。……一度目も、へ、下手だったのでは」

「そんなことないです」

「これ以上甘やかさないでくれ！」

　その上、夢うつつとはいえ長年の欲望を叶えたのだ。甘く優しくなんてものではないのは自分でよくわかっていた。

「じゃあ最近、ロスリンのようすが変だったのも……？」

　小さくうなずかれる。

（あー……）

　そんな重大な出来事が起こった後もロスリンがきちんと仕事をしていたのが信じられない。しかもそれを隠そうとしていたなんて。

　まだ鼻をすすっているロスリンを抱きしめる。自分だけのぬくもりを堪能しつつ、落ち着くのを待つ、その間も彼女の小さな赤い唇に視線が釘付けになった。

（ロスリンが、俺を……）

　そっと頤を持ち上げれば抵抗せずにロスリンが上を向く。顔を傾けて唇に触れればやわらかい感触が伝わってきた。

「ん、……う」

「はぁ……」

　二人分の呼吸が混じる。いつの間にかどちらともなく舌を絡めて、深いキスに酔いしれながら、そのままベッドに転がった。

















第四章　横に立つ












「おはようロスリン」

　朝の光の中で、至近距離でヘンドリックがロスリンに微笑みかけた。

「……おはようございます！」

　昨夜はあのあと、そのまま王宮に泊ったのだ。今はベッドで二人、服を着ないまま抱き合っている。

「す、すぐ支度を」

「いいから」

　起き上がろうとするロスリンをヘンドリックが制する。

　視線が合って触れるだけのキスをした。一度離れてもう一回、もう一回と繰り返すとヘンドリックの手が腰を撫でた。それだけで昨夜の熱の残りがまた戻ってくるようだ。

「今日はずっとこうしていたい……」

　あたたかな腕の中でロスリンも同じことを思って、少しだけすりよった。

（ヘンドリック様が私のことを……あれ？）

　脚に慣れない感触のものが当たる。ちらりと下を見ると男性の象徴が起き上がっていた。

「……気にしなくていいよ、生理現象だからしばらくするとおさまる」

　そう言ってロスリンを抱く力を強める。はぁ、と吐く息は熱い。

「口でしましょうか」

「くっ……？　どこで、そんなことを!?」

「ジョージが」

「ジョージが!?」

「昔、恋人にそうしてほしいとつぶやいていたような」

　なんのことかはわからなかったのでそのときは適当な相槌をうったが、男女の身体の差を感じる。今までにもこういう状態のことがあったのだろうか。主人の股間を注視する習慣がないので知らなかった。

　そんな話の間にも、恐る恐るヘンドリックの手が唇をさする。

「……でも、その……なんだか身体がふわふわしていて、うまくできるか……」

「俺のロスリンがかわいい！」

　大声で叫んだヘンドリックが一層強い力で抱きしめた。

「う、っ、ぐ……お、お願いします……」

「はい」

　起き上がったヘンドリックがロスリンにシャツを着せてボタンをしめた。シャツは彼のもののようで、裾も袖も完全に余ってしまったので腕まくりをする。クッションに背中をつけて座るヘンドリックの前に陣取った。

　しているときは暗くて見えなかったそれは朝の光の中では不思議な形状を晒していた。上が大きく丸く膨らんで、それを傘にして下に棒状のものがつながっている。血管もよくわかるほど薄い皮膚だ。そして下には……。

「ロスリン、あんまり見られると恥ずかしいのだけど」

「し、失礼しました」

　主人の大事な場所だ。丁重に扱わなければとそろりと手を滑らせた。途端にびくりとヘンドリックが反応したので、そっと顔を近づけて今触ったところを舐めてみる。

「っぐ」

　そのまま舌の表面で撫でるのを繰り返して上に滑らせ、切れ込むような膨らみの先に孔あながあるのを見つけた。

「ここ、舐めても大丈夫ですか」

「……ああ」

　許可を得たので舌で愛撫するとヘンドリックの身体が跳ねた。とたんにしょっぱい味が口の中に広がったが構わずに舐めて、はむ、と口にふくんでみた。

「ふ、……ぐ、ぐ」

　声がしたのでちらりと上を見ると真っ赤な頬のヘンドリックが手で顔をおさえていた。主人を気持ちよくさせていることに満足して行為を続ける。あまり水音を立てるのははしたないと思いつつ、邪魔な髪を耳にかけて屹立を手で支えて先端を舐め続けていると。

「あ、ぐ」

　一瞬竿がふくらんだと思うと口に何かが飛び出した。

「んっ」

　苦い味に思わず口を離すと顔に液体がかかる。見れば今まで舌でなぐさめていた場所から白い液体が溢れていた。

「ロスリン、吐き出して」

「……」

　少し迷って、こくりと飲み込めば少量の粘液が喉を通っていくのを感じた。

「ろ、ろ、ろすりん……今、のんで……っ」

「ヘンドリック様のものを吐き出すのは、……ちょっと」

　屹立はおさまっているようでほっとした。

　はぁ、とヘンドリックが息を吐いて、シーツでロスリンの顔についている液体を拭くと背中を支えてベッドに寝かせた。きょとんと視線を向けるとヘンドリックはロスリンを見下ろして、とても綺麗な顔で微笑んだ。

「交代」

　そのまま頭が下がる。シャツをはおったロスリンの服がはだけられて下腹部に息がかかった。

（――……え）

「ひゃっ、う」

　敏感な蕾にぬるりと舌が這った。腰を浮かせたロスリンを押さえて足の間に熱い息がかかる。舐めているときに自分も少し反応しているのは知っていたけれど、想像もしていなかった行為にロスリンは身体を縮こまらせた。

「へんどりっく、さま、私、きたな……」

「ロスリンはどこも綺麗だよ」

　喘ぎながらお腹のほうを見ると恥ずかしいところにヘンドリックが顔を埋めている。黒い髪が時折肌に当たってくすぐったくて身悶えた。

「やめ、っん、……」

　丁寧に蕾を舐めていた舌がさらに奥へと移動してヘンドリックを受け入れていた入り口から侵入する。指とも屹立とも違う熱くて肉厚なそれに内壁を撫でられて背中が勝手に反った。

「あ、あ、……あっ」

　ガクガクと腰が勝手に震えて止まらない。舌を挿し入れながら指で蕾を押しつぶされるとすぐに限界が来た。

「はぁ、あ……ん、んん――」

　達して甘えきった声が喉から出た。痺れたような感覚が全身を覆って息もできない。そのまま波が通り過ぎるまで身を縮こまらせていると、ヘンドリックがロスリンを起こした。

「ごめん」

「え、……あ、っ――……」

　座った状態のヘンドリックに抱きしめられて、いつの間にかまた立ち上がっていた屹立が、愛蜜と唾液で濡れる中を貫いた。少しの刺激にも反応する内が雄茎を締め上げる。すぐに自重で奥深くまでつながって、ロスリンは目の前のたくましい身体にすがりついた。

「ふ、……ふ、ぅ」

　荒い息を吐きながら肩に額を乗せるロスリンの髪をヘンドリックが撫でた。

「へんどりっくさま、ひどい」

「ごめん、耐えられなくて」

　そのまま腰を掴んでゆるゆると揺さぶられる。その動作はもどかしいほどゆっくりで、突然のことに強張っていたロスリンの隘路がなじむのもすぐのことだった。

「は、……ぁ、……」

「ん、ロスリン、かわいい」

　ぬるい触れ合いの時間が思考をとろけさせる。直接的な刺激なのにずっと快い感覚に包まれて目の前がくらくらしてきた。

「自分で動けるかい？」

　つながったまま、ヘンドリックがベッドに横たわった。自然、主人を見下ろす状況になってしまって戸惑うが、うながすように腰を撫でられてロスリンは動き出した。

「っふ、は、ぁ」

　大きすぎる熱を受け入れて、ヘンドリックの上で彼に腰を支えられて欲望のまま喘ぐ。ベッドに横になる彼の鍛え抜かれたお腹は硬くて、そこに手を置いてロスリンは自分の中の強直を擦りあげた。

　そうしてどれくらい経ったのか――。

　コンコン、と部屋のドアが叩かれる音がして二人して我に返ってびくつく。時計を見ればすでに就業時間だ。

「ごめん」

　頬に口づけて屹立が抜けた。くたりとベッドに横たわるロスリンにシーツをかけて、ヘンドリックが服を着て寝室を出た。

「……――、……」

　何か話す声がするがふわふわした感覚が抜けなくて認識できない。ぼうっとしているとヘンドリックが戻ってきた。

「今日は視察もないし、朝は休みをもらったよ。ロスリンは疲れているだろうしこのまま夕方まで寝なさい」

「……もうしませんか」

　優しい声とともに頭を撫でられて、自分でも珍しく拗ねた声が出た。

「まさか。……おいでロスリン」

　誘われてまたヘンドリックの膝に乗った。すっかりとろけた中はすぐに彼の熱を受け入れてしまう。心も身体もヘンドリックでいっぱいになって、ぎゅうっとロスリンはヘンドリックにしがみついた。

「気持ち、いい……です」

「俺も。そろそろ動いて平気？」

　聞かれてうなずくとヘンドリックはロスリンの腰を掴んで、先ほどとは違い激しく突き上げ始めた。

「っは、んぅ、そこ、ばっか、り」

「ここがいいんだろう」

　頬に口づけながら弱いところを的確に切っ先がえぐっていく。逃れるように身をよじるがすぐに探し当てられ、刺激されてロスリンの身体から汗が吹き出した。

「ん、んん」

「はぁ、……」

　ヘンドリックの額からも汗が流れる。

「あ、っん、んん……っ」

　また大きな快楽の波が来て奥が震える。ヘンドリックに強く抱きしめられて、遅れて達したロスリンの中に飛沫が放たれるのを感じた。

「は、……ぁ、あ」

「……ふ」

　荒い呼吸の中、目が合って自然に顔が近づいてキスをした。口を離したヘンドリックがロスリンを抱いたまま口を開いた。

「……しばらく、従者の仕事はいいから『ロスリン』として屋敷にいてくれないか」

「え、でも」

「ロスリンがいなくても、今ならたぶん、大丈夫」

　自信を込めて言うヘンドリックを見返して、ロスリンは少し視線を下げた。

「オズワルトを従者にされるのですか？」

　聞くと彼はわずかに目を見開いた。

「心配しなくても、しばらくの間だけだよ。俺の従者はロスリンとジョージだけだから」

　頬をヘンドリックの手が撫でる。

「ロスリンが俺のことを愛してくれるなら、何でもできる。それに近くにいると、……抱かずにはいられなくなりそうで」

　その言葉に呼応するように、中に入っているヘンドリックのものがまた固さを取り戻した。






　ヘンドリックと心を通わせ合ったあと、ロスリンはウィッグをかぶってハウザー家のタウンハウスで過ごした。もともとヘンドリック付きの使用人として執事と相談しながら彼の世話をしていたが、今は何もしなくていいと言われている。

　剣の自主練や本を読みながら一日を過ごし、王宮から疲れて帰ってくるヘンドリックを抱きしめてなぐさめ、気が向けばお互いを求め合ったり、ただ抱き合って眠ったりしている毎日だ。母がこの状態を見たら何と言うだろう。

（ヘンドリック様と、両想いなんて……）

　未だに信じられない状況を実感するたびに、思わず両頬を手でおさえる。まさかこんなことになれるとは思っていなかった。

　しかもこれだけで十分なのに、ヘンドリックは侍女までつけると言ってきて……ウィッグがずれて髪が短いのがバレたら大変なので丁重に断った。

　――ついていくだけではダメ、横に立つ人でなければ。

　ときおり、母の言葉が思い出された。

（横に立つ人ってどういう女性なのだろう）

　ヘンドリックに守られている今の状況ではそんな存在になれているとは思えない。時間があるならとジョージを探しに行こうとしたが、王都は危険だからと、ヘンドリックと執事に一人での外出は控えるよう諭されてしまった。

　とりあえず身体がなまらないようにとハウザー家の廊下で素振りをしていると、執事が声をかけてきた。

「ロスリン様、ヘンドリック様から頼まれていたものをお持ちしました」

　丁寧な物腰の彼は後ろに続く使用人たちに視線を送る。一人につき複数の箱を持って粛々と部屋に荷を運び入れられた。

「一体何が……」

「今日は午後から休暇になったそうで、『せっかくだし一緒に出掛けようか』と伝言が先ほどありました」

「そうですか！」

「その支度でございます。ロスリン様、お召し替えをしてもよろしいでしょうか」

「お、お召し替え……ですか」

　人に世話をされるのは未だに慣れない。

　女性の使用人の手によって足元まで覆う長いスカートのドレスを着て、ヒールのある靴をはき、かぶっているウィッグには髪飾りがつけられて、少し化粧も施される。

（すごいレース）

　こんなに動きにくいスカートをはいたのは初めてだ。

　試しに歩いてみると、レースが重なってふわりと広がる裾に大股の足がひっかかった。

　裾を整えて歩幅を調整する。ヒールはそこまで高くないので歩くのには支障がない。最後に箱に入っていた帽子を、髪飾りの邪魔にならないようにかぶせられた。

「お似合いです」

　廊下に出ると満足そうに執事が言った。

「あの不器用なヘンドリック様がついにご自分のお気持ちをロスリン様に伝えられて……お誘いまで」

「恐縮です……」

　何度目かになる感慨深いつぶやきとともにハンカチでそっと目元をぬぐった彼は、小さな紙片をロスリンに差し出した。

「こちらが届いておりました」

　ジョージからの手紙だ。お礼を言ってあけると「俺は元気にしてるよ」といつも通りの彼の筆記。その下に「両想いおめでとう、ヘンドリック様は嫉妬深いから気をつけろ」と追記している。思わず紙片を閉じた。

（ど、どこで、なんで知って……）

　相変わらず情報に敏い兄である。そして頼りになる執事も知っていた、ヘンドリックの気持ちを自分だけが気づかなかったことが恥ずかしい。

「そろそろ行きましょうか」

「そ、そうですね」

　執事にうながされて歩き出す。彼は長いスカートに慣れないロスリンを馬車までエスコートして、ハウザー家の御者に行き先を告げた。

　軽やかな音を立てて石畳を車輪が進んでいく。

　初夏の午後、道行く人は穏やかで王都はゆったりとした空気が流れていた。きょろきょろと視線をめぐらせるが、もちろん通行人にジョージらしき人はいない。

　待ち合わせの広い公園ではすでにヘンドリックが待っていた。

　いつもの騎士服ではなく軽い正装をしている彼をちらちらと女性が見ては頬を赤らめている。そこに横付けした馬車の扉を御者が開けると、ヘンドリックがロスリンを見た。

「お待たせしてすみません」

「全然待ってないよ、急に呼び出してすまなかったね」

　エスコートされて地面におり、差し出された腕にそっと手を乗せた。そのまま動かないので不思議に思って見上げると、ヘンドリックがこちらをじっと見ていた。

「どうかしましたか？」

「可愛いと思って」

　彼が表情をゆるめる。途端に甘くて優しげな表情になった。

（あなたのほうが可愛いです！）

　凛々しくしているよりもこのほうが絶対にいい。

「そうだ、ジョージから手紙が……」

　言いかけてはっとする。あれは見せてもいいものだろうか。途中で言葉を止めたロスリンを見るぱちくりした目に、『嫉妬深い』という言葉は似つかわしくない。

「……そろそろだと思うんですが」

「ああ」

　言葉を濁せば、ヘンドリックが前を向く。彼はもうすでにいつもの隙のない表情になっていた。

「俺も、もうすぐ戻ってくると思う」

　ヘンドリックがロスリンの頭を撫でた。次期辺境伯という立場の彼の責務はロスリンにはまだ想像がつかないけれど。

（少しは、それを背負えたらいいのに……）

　掴んでいる手に少し力を入れた。

「今日はどちらに行きますか？」

「ロスリンを連れて行きたい場所があるんだ」

　明るく問いかけると、ヘンドリックは公園の奥に向かって歩き出した。

　エスコートされて隣を歩く。いつも後ろから見ていた彼の背丈は並ぶと改めて高さがわかる。ロスリンは彼の胸元くらいまでしか身長がなく、必然足の長さも違うのだが、ヒールとフリル付きのスカートに慣れないロスリンの歩幅に合わせてゆっくりと歩いてくれた。

　王都にある広い公園には同じように散歩をしている男女の姿も見える。シートを敷いてピクニックを楽しむ者たちや子ども連れも。

　小径の両脇に作られた花壇やアーチをくぐって、二人で手入れされた見事な花たちを眺めた。

「辺境領でも今ごろ花がたくさん咲いているでしょうね」

「ああ」

　ロスリンの言葉に笑ったヘンドリックは、領地のある方角を見た。

「まさかこんなことになるとは出立するときは思ってなかった」

「まったくです。陛下の護衛騎士に、ジョージの出奔に……」

「違うよ」

「？」

　笑いを含んだ軽やかな否定の言葉に顔をあげると、ヘンドリックは青い目でじっとこちらを見つめていた。その意味を問う前に彼が足を止めた。

「着いた」

　公園に併設しているカフェがあり、ヘンドリックとその中に入る。店内は落ち着いた深い琥珀色の壁にいくつも鏡や肖像画が飾られ、天井からはシャンデリアが下がっていた。

　床は白と黒のタイル張りで、置いているソファも椅子も壁と同じ色合いの皮張りだ。店頭に置いているショーケースにはお菓子が並んでいる。

「いらっしゃいませ、お二人ですね」

　店員が席まで案内してくれる。白いテーブルクロスの敷かれた机を見ながらロスリンが先に椅子を引いた。

「ヘンドリック様、どうぞ」

「お、お客様……それは我々が」

　ヘンドリックがロスリンの背中を軽く叩くと、改めて店員が引いた椅子にロスリンを座らせて自分も向かい側に座る。何か違和感を覚えつつ、机の上に開かれたメニュー表に並ぶデザートを眺めた。

（ヘンドリック様は紅茶と、あまり甘いものは好きではないから……）

「食べたいものはあるかい？」

「た、食べたいもの!?」

「ここはグラス・ア・ラ・シャンティが有名だけど」

　声を裏返すとヘンドリックが一番上に書かれている文字を示す。

「……ではそれに」

　ロスリンが視線を店内に向けたところで、ヘンドリックが通りがかりの店員を呼び止めた。

「これとこれ、……あとこちらも」

「畏まりました」

「ありがとう」

　腕にナプキンをかけている店員がメニュー表を下げた。

（ヘンドリック様が朗らかに注文してる……！）

　その一連の光景にロスリンは衝撃を受けた。

　不要な注目を浴びることが多いからヘンドリックはこういうカフェは好まない。入る必要があるときでも、簡素に飲み物だけ注文していた。

　しばらくしてテーブルに並んだのはカップに入った三色の丸い形のデザート、ビスキュイ、紅茶だ。先ほどの衝撃が抜けないまま、うながされてスプーンで丸い形の白色をすくって食べると甘さが口いっぱいに広がった。

　ホイップクリームを凍らせて作ったお菓子だ。白のバニラと、茶色のチョコレート、薄茶色のシナモンの三色三味。舌に載せた瞬間にミルクと卵黄の香りがして、体温で溶ける。

　それがコルセットをきつく締められて疲れた身体に染みわたった。つい夢中で口に運んでいると、正面の席に座って紅茶を飲むヘンドリックと目が合った。

「ヘンドリック様もどうですか」

「いいよ、ロスリンが全部食べなさい」

　とはいえ見られていると落ち着かない。先ほどよりもゆっくりと口に入れて、紅茶で少し冷えた身体を温めた。

「今日は何をされていたのですか」

「いつもと変わりはないよ。休憩を取りたがる陛下をいさめて、近衛隊の隊長と打合せしてた」

　そんなとりとめもない話をしながらお茶を終える。

　外に出ると日が傾き始めていた。それを見たヘンドリックがロスリンに自分のコートを肩からかける。それがロスリンの限界だった。

「ど、どうしてしまったんですか、こんなの、ヘンドリック様じゃありません！」

　もしかして別人と入れ替わっているのかもしれない。

　青ざめるとヘンドリックが片眉を持ち上げた。

「……何かまずいことをしたかい？」

「いえその、……っ完璧すぎて！」

「ごほっ、ん……それはよかった。さすがの俺でも、恋人とのデートくらいは張り切るよ」

「こ……恋人？」

「……」

　聞き返すとヘンドリックはまじまじとロスリンを見た。

　なんだろう、視線がいたたまれない。次いで視線を虚空に向けた彼ははっとした表情でロスリンの肩を掴んだ。

「ま、ままままさか……っ、恋人と思ってないのか!?」

「恋人!?　お、恐れ多くて考えたことも」

「あれだけ抱かせていて!?」

「声が大きいです！」

　ヘンドリックのうろたえっぷりに公園にいる数人が視線を向ける。夕闇が近くて顔が見えないのが幸いだ。そんなことは気にせずヘンドリックはロスリンの顔をのぞきこんだ。

「待ってくれ、お互い好きだと言っただろう……好きなら恋人ではないのか」

　改めて聞かれて、視線を落とした。

「……ハウザー家とクレイトン家は結ばれないと聞いています」

「そんなしきたりは気にしなくていい」

　頬にヘンドリックの手が滑る。

「不安にさせてしまってすまないね」

　そこでヘンドリックがロスリンを抱きしめた。

「今度、王宮で陛下主催の夜会がある。従者ではなくパートナーとして、参加してくれないか」

「……いいのでしょうか」

「もちろん。もう少ししたら、ロスリンのご両親と当主に結婚の許可をもらいにいくつもりだ」

　たくましい腕の中でなぜだかわずかに胸が痛む。

　ずっと好きだったヘンドリックのそばにいられるのは嬉しいはずなのに……大量の服に宝飾品に、今のデートのことが頭をよぎった。

　デート、といえば。

「こんなに慣れているのなら、まさかどなたかともう」

「……」

　ヘンドリックはロスリンを抱きしめたまま、長い時間をかけたあとに小さく言った。

「……陛下の侍女に、おすすめのデートコースを聞いたんだ」

















第五章　願い












　夜会の当日、ロスリンは開催時間のかなり前に王宮にいた。

　というよりジョアンナの部屋にいた。

「君がジョージの妹か！」

　久しぶりに会っても快活なジョアンナがヘンドリックに連れられたロスリンを見て破願した。

（ば、ばれてないよね……？）

　一応治りかけの頬の傷はそこだけ厚めに化粧を施して隠している。次いで目を細めたジョアンナがそっとロスリンの手をとった。触れる手は硬くて力強い。

「ぜひ、仲良くなれたら嬉しい」

「……光栄に存じます」

「呼び出してすまないな。ヘンドリックが王都中のドレスを片っ端から買い占めて、君に選ばせそうだったから先手を打った」

　ぱちんと指を鳴らした合図で侍女が運んできたのは、夜会用のドレスだ。

　青色も鮮やかなものでフリルがドレープのように重なっていて、あちこちにキラキラした金糸の刺繍がつけられている。そして黒い宝石の入ったネックレスやイヤリングも。

「ドレスは私、宝石はヘンドリックが選んだ。気に入ってもらえるといいのだが」

「ここまでしていただくわけには……！」

「ハウザー卿のパートナーのお披露目だぞ、注目されるのは間違いない」

　それはそうだろう。ヘンドリックはジョアンナの専属騎士の名目で、王都で開かれる夜会やお茶会の出席をすべて断っていたのだから。

　ロスリンがうろたえている間に、前髪の長い侍女が手早く支度を整えていく。ブラシがウィッグに入ってロスリンはとっさに手で押さえた。

「髪は自分でしますので」

「大丈夫」

　小さく言って侍女が優しくブラシをかける。そういえば彼女が話したところを初めて見たかもしれない。

　手早くハーフアップにまとめて髪飾りや首飾りをつけられた。コルセットをつけて上からドレスを着る。先日のデートで着た普段着用のドレスとも違い、一層動きづらい。

（騎士は服の上に甲冑を着るけれど、女性は服の下につけるものなのね）

　支度ができると侍女は手早く道具を片づけた。

「こちらでしばらくお待ちください」

「ありがとうございます……」

　ぺこりと頭を下げた侍女が去っていく。衣裳部屋とはいえダンスが踊れるくらい広いそこに座ってふうと息を吐いた。

「陛下、これは承諾済みでよろしいでしょうか」

「ああ頼んだ」

　執務室にも近く、中の声が少し聞こえる。そろりとのぞいてみるとオズワルトがロスリンのしていた仕事を担っていた。

　執務机に座って嫌々仕事をするジョアンナに、それに助言するヘンドリック、そしてその補佐をするオズワルトの隣で飾り立てられて座っているだけの自分。その差がどこか寂しい。

（ヘンドリック様と両想いになって贅沢になったのね）

　これ以上を望んではいけない。そう自分に言い聞かせて首を振って――。

（あれ？）

　何かを、自分が望んでいることに気づいた。

「陛下、そろそろ」

「そわそわするなヘンドリック、もういいぞ」

　許可を得て、ジョアンナの隣に立っていたヘンドリックが踵を返す。こちらに近づいてくるのを見て思わず扉から数歩下がった。扉が開けられて、支度をしたロスリンを見てヘンドリックが微笑んだ。

「綺麗だ、ロスリン」

「いや、宝石の色が黒は強くないか、ロスリンならダイヤか薄いエメラルドのほうが」

「うるさいです」

　後ろからのぞきこんだジョアンナの言葉にヘンドリックが返す。彼は騎士服そのままで参加するつもりらしい。

　衣裳部屋から出たロスリンと入れ替わりで「また後で」と言ってジョアンナが中に入った。それを見送って、ヘンドリックが改めてロスリンを眺めた。

「本当は王都中のドレスを入手する予定だったんだが……」

「十分すぎます」

　腕を差し出されて甘えさせてもらった。さすがに先日のデートのときと違い、体重を支えるヒールが細い。

　そこで視線を感じて、顔をめぐらせればオズワルトがこちらを見ていた。

　また何か言われるのかと一瞬身構えたが、彼はぼうっとした顔をしている。しばらく目が合っていたのだが間にヘンドリックが入った。

「オズワルトも参加するのだったか」

「いえ、……私は近衛隊の警護のほうで」

「じゃあここはいいからもう行きなさい」

「は、はい」

　ぺこりと頭を下げてオズワルトが去る。

「……ジョージとバレませんでしたね」

　ほっとして息を吐くとヘンドリックがロスリンの顔をじっとのぞきこんだ。

「まぁ、少し以前と変わったから」

「そうですか？　太った、とか」

「いやその、……ごほっ昨夜も抱いたし……」

　咳ばらいをしてごにょごにょと言う内容はロスリンの耳に聞こえなかった。






　夜会の会場につくとすでに人が多く集まっていた。オズワルトの父である伯爵やその他王都に住む貴族が集まっている。

　陛下主催ということでハウザー家にも招待状が届いていた。ただ、国境を守る当主の代わりにヘンドリックが出席する形になったという。そして必然的にそのパートナーであるロスリンに人々の目が集まった。

「ハウザー卿、そちらのレディは？」

「クレイトン男爵家の令嬢です、愛らしいでしょう」

「へ、ヘンドリック様……っ」

　いつもよりも上機嫌のヘンドリックは饒舌じょうぜつだ。

「ああ、領地を接している」

「昔から深い交流があるとか……」

　ちくちくと視線を浴びながら招待客と挨拶を交わす。穏やかな会話だが値踏みするようなものだ。目立たないように夜会で立ち回るのは得意だが、こんな風に注目されるのは初めてで身の置き場がない。それでもヘンドリックの足手まといにならないようにと背筋を伸ばした。

　宮廷楽士により音楽が流れる中、給仕が動き回っている。壁際には会場を鋭い目で見つめる近衛騎士。隊長の姿もケープの姿もあった。

　そこで一際華やかなラッパの音が響き渡った。皆おしゃべりをやめて会場の奥にある壇上に向き直る。

「女王陛下のお見えです」

　降りてきたのはジョアンナだ。真っ赤な髪を結いあげ、豊満な身体を隠すこともなくむしろ際立たせる赤いドレスを着ている。その姿を見て会場にいる全員がその場で礼をとって頭を下げた。

「ふむ、せっかくの夜だ、皆楽しんでくれ」

　国主による口上はそれだけでまたゆったりとした音楽に戻る。

「……陛下のお相手はハウザー卿だと思いましたのに」

　ひそひそとした声があちこちからしていたが、聞こえているのかいないのか、ジョアンナは玉座で美味しそうに肉を食べてワインをたしなんでいた。

　宴もたけなわの煌びやかな会場で男女がダンスを踊るのを見る。しばらくしてジョアンナが立ち上がった。

「ちょっと休憩」

「陛下、私も一緒に」

　ヘンドリックが言うとジョアンナが肩をすくめた。

「あら、女の子の用事について来る気？」

　化粧室だろうか。周りや壁際を見るがそういえばいつもの侍女がいない。

「では私が一緒に行きます」

「そう？」

　それでもついてきたそうなヘンドリックをおさえて、連れ立って廊下に出た。

「ヘンドリックとはどうだ？　このまま結婚して領地に帰ってしまうのだろうか」

　そう言う陛下の顔は寂しそうだ。

「どこであっても陛下をお支えしたいと言っていました」

「それは嬉しい」

　快活に笑う。

　先ほどまで明るい会場にいたせいだろうか、短い距離だが廊下はやけに静かに思えた。

「しかし、やはり騎士を連れたほうがいいのでは……せめて女官を」

「気を許せる者の中に女がいないんだ」

　その言葉に少し首を傾げる。いつもそばにいる侍女にも気を許せないのだろうか。

「まぁいざとなったら自分で」

　廊下の先で影が動いたのはそのときだった。ロスリンの目が、カーテンの陰に隠れた誰かがこちらに金属の筒を向けているのを認識する。

　小型の銃を構えていると直感した。

「――陛下！」

　とっさに陛下を突き飛ばせば、一瞬前まで彼女がいたところにぱん、と音がはじけて廊下に煙が匂った。

「ちっ」

「おい、今の音はなんだ！」

　人影は胸元から火薬と弾を出そうとしたが、すぐに異音を聞いた騎士が駆け付けるのに気づいて去っていく。

　大きさと音から銃の殺傷力はそこまで強くはなさそうだが、気づかず至近距離で撃たれていたらどうなっていたかわからない。明らかに女王を害そうとした。

「――待て！」

「ふざけた真似を！」

　その背を、ロスリンとジョアンナは同時にヒールを脱ぎ捨てて全力で追った。

「陛下！　私が追いますから！」

「こんなことされて放っておけるわけがないでしょう！」

　言い合いをしながら大広間から続く廊下を抜けて、続き部屋、謁見えっけん室、それぞれ確認するが姿がない。肩で息をしながらお互いに顔を見合わせる。逃げられた。

「ロスリン！　陛下！」

　後ろからヘンドリックと隊長が駆け付け、同時に大きくためいきをついた。拳を握りしめた隊長がうめく。

「なぜ深追いしているんだ!?」

「つい」

　ジョアンナが隊長の言葉に頭を掻いた。

「すごい騒ぎになってます。……というか探す身にもなってください、心臓がもたない」

　ヘンドリックもジョアンナに言って、ロスリンを見て息を吐いた。

「怪我は？」

　ヘンドリックが心配そうに聞くので首を振った。

「ロスリンのおかげで助かったわ」

「私は、そんな」

　近衛隊の騎士があちこちに散って暗殺未遂の犯人を追う中、二人に連れ添われながら会場に戻った。

「陛下が騎士を連れずに会場から離れるところを狙ったみたいですね」

「犯人の顔は？」

「暗くてよく……でも、男性だったと思います」

　ロスリンからわかる限りの話を聞いた隊長がうなずいた。

「出席者を確認しましょう。逃げられないよう騎士で周りを警戒して」

　命を狙われたジョアンナは安全な場所に移動となり――離れるのをしぶるヘンドリックをなんとか護衛に送り出し――、会場で招待客の確認を行う。他の騎士は警護に必要な人員を残して、城内の捜索と封鎖に駆け回っていた。

（『ジョージ』なら役に立てたのに）

　ただでさえ人手が足りず、てんてこ舞いな騎士と招待客がざわめく会場の端で重いドレスを着ながらそう思う。オズワルトもケープも忙しそうに働いている姿がちらりと見えた。

「大丈夫？」

　そっと声をかけてきたのは、ジョアンナの侍女だった。

　夜会の仕事をしていたのか女性の給仕服を着ている。いつも存在感なく仕事をしているからか、背丈が同じくらいだとそこで初めて気づいた。

「ありがとう、あなたが陛下を助けてくれたって」

　彼女の言葉に首を振る。

　結局不届き者を捕まえることもできなかった。

「あまり無茶しちゃだめだよ」

「……」

　優しい声に顔をあげる。その時会場がにわかに騒がしくなった。不安そうな招待客の口から、暗殺者が死んでいるのが見つかったという内容がまことしやかに流れる。

「安全が確保でき次第、騎士が皆様を送っていきますからご安心ください」

　隊長がざわめく客にそう呼びかけたのはしばらくしてからだ。

　騎士がついて、気分が悪そうな人や高齢の者から順番に会場を出ていく。

「……暗殺者は誰かしら……」

「反女王派では」

「まぁ」

　少しずつ人が少なくなる会場に、そんなふうにひそひそと憶測が流れる中。

「失礼します」

　ロスリンは甲冑姿のオズワルトに声をかけられた。彼が優雅に手を出す。

「ヘンドリック様から頼まれました、君を無事に家まで送ってほしいと」

「私は最後でも」

　言うと彼は少し眉を下げた。

「優先してほしいと厳命されていて」

　ヘンドリックは、さすがに今夜はジョアンナについているだろう。隊長は指揮を取って忙しいし、信頼しきれる騎士はまだ少ない。

「……私も一緒にお送りいたします」

「いえ、使用人の手を借りるわけには」

　侍女の申し出にオズワルトが首を振る。

「さぁ行きましょう」

「あの、陛下によろしくお伝えください」

　うながされて、侍女に礼をしてオズワルトの後ろについていった。

　会場の外に出て、中庭を通って門に向かう。

「大変な騒ぎですね」

　大事がなくて本当によかった。少しずつ国を立て直している今、ジョアンナに何かあれば一気に情勢が動く可能性がある。

「そうですね、せっかく――いろいろ教えてやったのに」

「！」

　がさりと傍らの茂みが動いて、飛び出してきた男にロスリンは後ろから抱きすくめられた。

「おい、失敗したじゃねぇか！　どうすんだ」

「知らないよ、僕はちゃんと通路も隠れ場所も伝えただろう」

　口をふさがれた状態でロスリンを羽交い絞めにする人物とオズワルトが言い争う。月明かりに目を凝らせば、見慣れぬ男がそこにいた。

　けれど、彼の話す言葉は辺境領と接する隣国のものだ。

（――陛下を襲ったのは、まさか）

「この令嬢が次期辺境伯の弱点だって？」

「ああ。まったく忌々しい双子だ。せっかくジョージを追い出せたのに……」

　オズワルトがロスリンの前に屈んだ。

「君にヘンドリック様はふさわしくないよ。この国に平民出身の王がふさわしくないようにね」

「ん、ん！」

　オズワルトも今回の暗殺未遂事件に関係しているのだ。

　あれだけ一緒にいて、頑張っているジョアンナを見ていたはずなのにあんまりだ。口をふさがれながらにらみつけると、汚らわしそうにこちらを見た彼の視線が、ふとロスリンの左頬に向けられた。彼の目が大きく見開かれる。

「その頬の傷……」

（しまった！）

　オズワルトに髪の毛を掴まれそうになって、とっさに後ろの男を突き飛ばして駆け出す。

「逃がすな！」

　ヒールが脱げたが構うことなく逃げた。けれど豪奢なドレスは走るのにはもちろん向いていない。裾を何とか持ち上げたが後ろから聞こえてくる足音はすぐそこまで迫っていた。

（このままだと、ヘンドリック様のご迷惑に）

　隣に立つどころか足手まといだ。どうしてもっと注意を払わなかったのだろう。

　涙が出てきて顔をぬぐうと、手袋に口紅がついた。

（こんな姿、似合わない）

　角を曲がったところで、誰かに腕を掴まれた。
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（あの傷、見間違えるわけがない）

　オズワルトはドレス姿の男爵令嬢を追っていた。

　彼女の頬にあったのは自分が訓練場で『ジョージ』につけた傷だ。ヘンドリックのそばに当然のような顔で立っていた従者の姿を思い出す。

　ドレスを着た身体は女で間違いはない。そしてクレイトン家は双子だ。――つまり男子のみしか入れない神聖な騎士団に、名を偽って女が入り込んでいたと推測するのは自然の流れだった。

　もしくは精巧にドレスで女性の身体に見せたジョージの異装かもしれない。どちらにせよ、証拠を押さえれば弱みを握れる。

　裸足にドレスの人物を追うことなど造作もない。

　最後のあがきと道を曲がった背中を追ってオズワルトもそちらに走る。

　木にかけられたランプの下に先ほどの青いドレスの人影と、もう一人が見えた。ちらりと視線を後ろに向けて男に待機させる。

　先ほどの企みの話を伝えただろうか。だが光の下の影は二人とも小柄だ。最悪、音と煙でバレるが銃を使って口封じをするしかない。

「見違えたぜ、本当に女みたいじゃないか」

　話しかけると男爵令嬢がこちらを見た。つややかな淡い金色の髪がランプで光る。軽く肩を上下させる彼女のその頬にはやはり自分がつけた傷があった。

「お前、性別を偽っていたんだな。やはりヘンドリック様にはふさわしくな……」

「うるさいな」

　そこで不機嫌そうな声がオズワルトの言葉をさえぎった。

　男の給仕服姿のジョージがドレスの令嬢と並ぶ。さすが双子というべきか顔も形もそっくりな人間を見て、さすがのオズワルトも一歩身を引いた。

　だが、ネタはあがっている。

「なにがあったか知らないが、双子が王宮で入れ替わったなんて知られたら困るよなぁ」

　言えばジョージは首を傾げた。

「何を言っているんだ？」

「男爵令嬢の頬に、僕がつけた傷があるだろう」

「ああ、これ？」

　給仕服のジョージが髪をかきあげた。左の眼の下には、まごうことなく彼がつけた傷跡がある。

「な……」

「双子って不思議だよな、同じ時期に同じ怪我をするんだ」

　彼は怯えたように後ろに身を隠す令嬢をちらりと見た。

　そしてオズワルトをにらむ。

「それより、人の妹を……ヘンドリック様の婚約者をこんなに怯えさせるなんてどういうつもりだ」

「――ぐ、……」

　腰の剣に手を置く。

　前は油断をしていて一本取られたが、今の彼は丸腰だ。しかも自分が持っている剣は訓練とは違い研いだ刃。

　穢らわしい双子などヘンドリック様のためにも殺してしまえばいい。幸い今、王宮は侵入者の捜索と陛下の身を守ることで手いっぱいだ。男爵令嬢と従者ごときが死んでも侵入者に罪をなすりつけられる。

「二人とも殺して……っ」

　剣の柄に手を置いたまま、わずかに下がったのは何かの天啓だろうか。次の瞬間――先ほどまで己がいた場所に重厚な剣の一撃が、風を切って振り下ろされた。

「は？」

　暗い夜の中でも一際、黒いシルエット。ランプの灯りに照らされるのは黒い髪に黒い騎士服、黒いマントの男だ。

　双子とオズワルトをわかつように剣を振るった……いや、オズワルトの頭を脳天から叩き割るように剣をおろした彼が、地面にめりこんだ切先を持ち上げる。

「……今、何をする気だった」

「えっとあの」

「僕たちを殺す気でした」

　ジョージが言う。

「そうか」

（余計なことを）

　舌打ちしたオズワルトはそこでぎくりと身を竦めた。

　目の前に立つのは自分が憧れてやまない、国の要たる辺境領の嫡子。何者にも揺るがないそびえ立つ壁を感じさせる鍛えられた体躯、そして冷静で冷徹な青い目がオズワルトを見下ろした。

　けれど今感じるのは憧憬しょうけいではなく恐怖だ。

「へ、ヘンドリック様、これには事情が……っきっと僕の話をきちんと聞いていただければ納得するはずです」

「そうか……」

　オズワルトの言葉にわずかに考えるそぶりをしたヘンドリックが言う。

「だがどちらにせよ殺す」

「ひいっ！」

「落ち着いてくださいヘンドリック様！」

　そこで令嬢が慌ててヘンドリックに抱きついた。

「ロスリン……靴は？」

　ヒールが脱げたまま砂利を踏んでいた彼女の足には血がにじんでいた。それを見て息を吐いたヘンドリックが再び決意を込めて口を開いた。

「よし、殺す」

「こ、ここ、殺すって、脅しですよね!?　グラニー伯爵家は建国からの家紋で」

「あーあー、見苦しい。反女王派の伯爵家が隣国に情報を売っていたのは調べがついているよ。どのみちあの刺客が吐くだろうけれど」

　ジョージの声にかぶさるように茂みが動く。ヘンドリックが現れたときに逃げた協力者の男が、ケントとケープに捕まっていた。

「陛下の暗殺も伯爵家が仕組んだものだな」

　ヘンドリックの冷たい言葉と視線にオズワルトは頬を引きつらせた。

「……それは」

「考えたよなぁ、近衛隊なら陛下の動向を探りやすいし、王宮内の通路も確認できる」

　頭の上に手を置いたジョージが言う。いつもと違う口調に違和感を覚えるがそれよりも、ヘンドリックの誤解を解かねばならない。

「父はすべてこの国のためにしました……っ、僕も純粋にあなたのお役に立とうと」

「私の意思を勝手に判断するな」

　ヘンドリックがロスリンと呼んでいた令嬢を抱き上げて言う。四方八方から足音が聞こえる。すぐに近衛隊がオズワルトの周りを取り囲んだ。

「君の世話など必要ない」

「――」

　オズワルトはがくりとその場で膝をついた。
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　うなだれたオズワルトが近衛隊に連行されていくのを、ロスリンはヘンドリックに抱き上げられたまま見送った。

「間に合って、よかった……」

　小さく言葉をこぼしたヘンドリックが、荒い息を吐いた。よく見れば全力疾走したあとのように顔は汗だくで、肩も大きく上下している。彼は給仕服姿のジョージを見た。

「ジョージ、伝言助かった」

「俺もさすがに今日オズワルトが動くとは思わなくて焦りました」

「……ヘンドリック様、ジョージが王宮にいることを知っていたんですか」

　聞けば、二人はさっと顔をそらした。

　いろいろなことがありすぎて理解が追いついていない。ただ、ひとつ言えるのは……ヘンドリックにおろしてもらって兄に近づくと、慌てて彼は片手を上げた。ようやく会えた兄はちゃらけた雰囲気から大人びて見える。

「まぁなんだロスリン、よかったな無事で！」

「――どこに行っていたんだバカジョージ！」

「ぐはっ」

　右ストレートを彼のみぞおちに決める。ひねりも加えた攻撃にジョージはそのまま膝から崩れ落ち、ロスリンはそれを見下ろした。

「しかもなに、反女王派って……言ってくれれば私も手伝ったのに！」

「お、落ち着け、話せば長いんだが」

　もう一度拳を握るとジョージはお腹を抱えて慌てて飛びのく。そこにきらめく赤い光が横切った。

「ジョージ！」

　ジョアンナがジョージに抱きついた。腰に剣を佩いた彼女は自分より背の低いジョージに視線を合わせるように屈んで、両頬にそっと手を置いた。

「ああよかった怪我はない？」

「平気です、心配性ですね」

「だって……」

　ジョアンナが指をいじって眉を下げる。

　いつもの凛々しい陛下はどこへやら、彼女がジョージの鼻をちょこんと突く。

「へ、陛下？」

「ロスリン、そんな他人行儀な。お義姉さまって呼んで」

「……」

　ちらりとヘンドリックを見ると、彼はまたしてもそっと視線をそらした。陛下に熱烈に抱きつかれながらジョージが手を叩いた。

「うん、とにかく一度場所を変えましょう。というか陛下、護衛されているのに飛び出してこないでください！」






　皆でジョアンナの執務室に赴おもむく。おいしいお茶を淹れてまず口を開いたのはやはりジョージだった。

「だってさぁ、ヘンドリック様のこと痛々しくて見てられねぇもん。今だから言うけど、一人前の騎士になったらロスリンに求婚するってずっと宣言してて、それもうじゃないの？　いつの話ってつっこむのも面倒になったんだよ」

「――ぐっ、ごふ」

「ロスリンはロスリンで、王都から帰ったらすぐにでも結婚相手を見つけそうな勢いだし」

「っげほ」

　ヘンドリックとロスリンがお茶にむせる。

「ここは俺が一肌脱ぐしかないかなって思って。その後、せっかくだからこの才能を生かして情報屋にでもなろうかと街でぶらぶらしていたらジョアンナ陛下に捕まったんだ」

「実はヘンドリックの剣闘大会のときから、情報収集能力に目をつけていたんだ」

　もちろんロスリンにも、とジョアンナが言葉を続けた。

「おかげで、グラニー伯爵家の動向も掴んできてくれた」

　オズワルトの生家、グラニー伯爵家は建国からの血統主義だ。表向きはジョアンナに従順なそぶりをしていたが反女王派の筆頭として裏で画策していたという。

　そこに来て息子の近衛騎士隊入り。

　ヘンドリックへの羨望があるにせよ、直にジョアンナの警護を担う彼にすり寄る姿になにか感じるものがあった。

「ヘンドリックの臨時従者として情報を与えて、伯爵家がどう行動するのか見ていたんだ。ここまで動くのが早いとは思わなかったが」

「……それなら言っていただければ、性別を偽ることもなく私が陛下の侍女になりましたのに。ジョージにはかなわないですが、情報も」

　そうすれば、ロスリンもジョージもお互い性別がバレるかもというリスクを冒すこともなかったはず。

　ジョアンナがうめいた。

「……それはなぁ、何かあったときにヘンドリックに殺されるだろう、私が」

「俺のことはどうでもいいんだ!?」

「もちろん、ジョージの要領のよさと悪運の強さを信用してだな！」

「はいはいわかってます」

「……しかも、顔の傷まで」

　ジョージは頬の傷を掻いた。それはロスリンの頬にあるものとよく似ている。

　オズワルトは信じたが小さい頃から一緒のロスリンは、双子だから同じような傷を負うなんて与太話にしか感じない。すでに治っているのを見ると同じ時期に、彼が自分でつけたのだろう。

　ロスリンとまたいつでも入れ替われるように。

「これくらいはね。でも今日ロスリンが撃たれていたらと思うとぞっとするけど」

「まぁそうやって秘密裏に動いてもらっているうちに、いつの間にか……」

　ジョアンナとジョージが両手をお互い握って見つめあう。

「俺だけの女王陛下」

「まぁ……ジョージ」

　きらきらと二人だけの世界の熱にあてられて隣を見れば、眉を下げたヘンドリックもこちらに視線を向けていた。

　彼は乱れたロスリンの髪を手で撫でつけた。

「ヘンドリック様も計画を聞いていたのですか」

「……オズワルトが俺の臨時従者になったあたりで」

　自分だけ重要なことを知らされていなかったのだ。そして、ヘンドリックの腕の中でぬくぬくと守られていた。

「それでまぁひとまずの危機は去ったとして、俺のおかげでくっついた二人はこれからどうするの？」

「もちろん結婚する」

　一ミリの躊躇もなく答えたヘンドリックがロスリンの肩を抱いた。それはもちろんとても嬉しい。けれど……。

　ロスリンは肩にかかった手をぎゅっと握りしめた。

　伯爵家と共謀していたのは辺境領に接する隣国だった。今回はジョアンナとジョージの機転により危機を回避できたが、きっと今後もかの国は虎視眈々と狙ってくる。

　そのとき、ヘンドリックの隣にいるのがロスリンでいいのだろうか。ずっと感じていた疑問がまた湧き上がる。

「ロスリン？」

　ジョアンナが声をかける。隣でジョージも不思議そうな顔をしている。

　今日の襲撃のとき、考えていたことがあった。

（でも、これを言っても……）

　前例のないことだ、きっと皆困るだろう。もしかしたらヘンドリックに呆れられるかも。

「ロスリン、どうした？」

　ヘンドリックの優しい目を見返す。

　生まれた時にロスリンを抱き上げて、助けてくれた――大好きな人を。

「……ヘンドリック様、愛しています」

「っ」

「ずっと独り占めしたいです。こんなの恥ずかしくて、情けないのですが」

「――そんなの、俺なんてどれだけ恥ずかしいところを見られているか」

　ヘンドリックが顔を手で押さえた。

「でも、結婚は待っていただけませんか」

「？」

　大丈夫だ、この人なら心を込めて伝えればきっとわかってくれる。

「お願いが、あるのです……」

















第六章　騎士見習い












　ロスリンがヘンドリックとともに男爵家に戻ってきたのは、剣闘大会で故郷を出立してから一年ぶりのことだった。

　オズワルト含め伯爵家は、隣国と共謀して暗殺をしようとした罪で投獄されて裁判を待つ身だ。そこから反対勢力のリストを手に入れたジョアンナは、飴と鞭とジョージを使いながら反女王派の動きを注視していた。

　まったく変わりのない男爵家の屋敷では母が迎えてくれた。お帰りなさいとロスリンを抱きしめた母はヘンドリックを見た。

「ヘンドリック様、ようこそおいでくださいました」

「長いこと二人を連れ回して申し訳ありません」

「いいえ、お役に立てるならこれほど嬉しいことはありません。……今からご当主のところに向かわれるのですか」

　両親には先に手紙で気持ちを伝えている。

「ごめんなさい、心配をかけて」

「まったく……そしてまだこれからも心配をかける気ね」

「うん、ごめんね」

　うなずいたロスリンに、息を吐いた母はもう一度強く抱きしめてくれた。






　辺境伯の屋敷はタウンハウスなど比べ物にならないほど大きく、いざというとき要塞として使用されるため堅牢なつくりをしている。

　壁にはタペストリーがかけられ、真っ赤なカーペットの敷かれた当主の部屋、その上座にはヘンドリックの祖父が座っていた。隣にはロスリンの父親が控えている。

　いつもの温和な父ではなく、鋭い視線を向ける彼に負けないようにお腹に力を入れた。

「女王が斃たおれれば国内情勢が悪化する、それで王都に残るのは許したが……結婚だと」

「そうです」

　ヘンドリックが応えた。

「しかも、クレイトン男爵家の娘と」

「はい」

　辺境伯の視線を前にヘンドリックが背筋を伸ばす。ロスリンも顔をあげると彼は少し驚いた顔をした。

　クレイトン男爵家の仕えるべき主人。その言葉は絶対だ。ロスリンはヘンドリックの従者をしてきたがいつもそばに控えてなるべく息をひそめていた。

　従者は、ジョージがいれば十分。そう言われるのを恐れて。

「旦那様、お願いです。ヘンドリック様と結婚を」

　ロスリンは叫んだ。

「……五年後にさせていただけないでしょうか！」






「なんでだよ」

　王宮の騎士訓練場でジョージが冷静につっこんだ。

「何か文句あるの？」

　休憩時間だと言ってヘンドリックのそばを抜けてきた彼をにらむ。すると、見習い騎士として甲冑に剣を持ったロスリンをむしろにらみ返した。同じ顔、同じ頬に傷のある彼がロスリンの額を指で突いた。

「人がせっかくお膳立てしてやったのに、結婚を待ってもらって初の女性騎士を目指す？　はーなんでそうなるのかな俺の妹は！」

「ジョージの妹だからじゃないの」

「うるさい」

「おう、二人とも飴食うか」

　そこで隊長がやってきた。

「いただきます」

「訓練中なので」

　顔はそっくりだが正反対のことを言うジョージとロスリンに彼はうんうんとうなずいた。そして後ろを振り返る。

「それにしても近衛隊が情けない」

　訓練場にはロスリンが倒したケント含めた騎士見習いや、正騎士が累々と横たわっている。

「こんなので陛下の周りは任せられん。募集を上級貴族だけにするのは撤回するべきだな」

「申し訳ありません、手加減したのですが……」

「ロスリン、それ嫌味だから言わないほうがいいよ」

　ジョージが言う。

「ロスリン様！」

　様づけで呼ばれてびっくりして振り返ると、きゃーっと叫んで顔を赤らめた女官が去っていった。他にも数人、柱の陰からこちらを見ている。

「？　何だろ？」

「今、ヘンドリック様より人気があるからな」

　そう言ったジョージはにやにや笑いながら、隊長と視線を合わせた。






　――五年後。

　その日、王都では騎士叙任式が行われていた。

　今回、騎士見習いから正式に騎士になる儀式を受けるのが王国初の女性騎士だと聞いてさまざまな人が一目見ようと公開の式に押し寄せた。

「女性騎士ぃ？　どうせごつくて恐ろしい顔をしてるんだろ」

「それが綺麗な顔をしているのにすごく強いらしい」

　噂だけが先行して、会場は見物客でごったがえしていた。

　あちこちで話し声がして始まりのベルの音も聞こえなかったというのに、扉が開いて騎士が姿を現したとき、場はしんと静まり返った。

　細身の身体に甲冑をまとい、盾を持った女性がいる。淡い金の髪をくくってまっすぐに前を見るその目は静かな獣を思わせた。

　荘厳に飾られた部屋で、皆が見守る中、彼女が女王陛下の前にひざまずく。赤の鮮やかなドレスをまとい床に広がるマントを着た女王は、すらりと腰の剣を抜いた。

　窓から入る光を浴びた剣が騎士の肩を打ち、遅れて盾を手に立ち上がった彼女は胸に手を当てて口を開いた。

「陛下の御代に栄光あれ。騎士としての務めを立派に果たしてみせます」

「楽しみにしている」

　善政で慕われる女王は、新しく誕生した騎士に微笑んでそう声をかけた。

「このまま領地に帰るのか」

「もう少しお仕えさせていただこうと思っています」

「そうしてもらえると助かる。私とジョージの結婚式もあるし」

　女王は快活に笑った。






　騎士になりたいという気持ちをヘンドリックや両親に伝えてから五年。ロスリンを筆頭に、貴族平民問わず女性騎士への道がひらけてきた。

　数はまだ少ないが数年後には追って見習いから騎士になる者も出る。そしてこの期間にロスリンは着替えや風呂など女性でしか立ち入れない場所でもジョアンナを守ってきた。

　そして隊長とジョージの精査により、女王の身辺を守る者としてケープやケント含めて信頼できるものが増えた。






　祝いが終わった後、ロスリンは真っ先にヘンドリックのもとに駆け寄った。

「おめでとう」

　騎士になりたいというロスリンの願いに黙ってうなずいてくれた婚約者が微笑む。

「ありがとうございます。これで、何かあってもヘンドリック様と一緒に国境の前線でも戦えます！」

「――妻がそんなことにならないよう、頑張るよ」

　ヘンドリックが言って、ロスリンの前に膝をついてその手をとった。

「では改めて、私と結婚してくださいますか」

　完璧な礼をした彼は、頭を上げるとまっすぐにロスリンを見つめて目を細める。

　小さい頃から大好きなその視線を受けてロスリンはうなずいた。

「……はい、もちろん」

　応えるとヘンドリックが立ち上がった。

　皆の前で、着ている黒いマントでロスリンの視界を遮った彼が顔を近づける。落ちてきた口づけを、ロスリンは幸せな気持ちで受け入れた。
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　ベッドで己を押し倒すヘンドリックと奥までつながって、ロスリンは熱い息を吐いた。

　明日は結婚式という夜だ。すでに支度を終えて寝ようとしたところで、おやすみのキスをしていたら熱が上がっていつの間にかこんなことになっていた。

（私、ヘンドリック様との気持ちいいことに弱すぎる……！）

　さすがに早く寝た方がいいことはわかっているのだが。

「ロスリンが俺の、……花嫁」

　ヘンドリックを受け入れたまま自己嫌悪に陥る間にも、彼はロスリンを抱きしめてぶつぶつと小さくつぶやいていた。避妊具越しに奥まで潜る熱の形も動きも伝わってきて、少しの動作でそれが弱いところを擦りビクッと身体が震えてしまう。すぐには動き出さずに馴染むまでヘンドリックはロスリンの頭を撫でてくれた。

「はぁ……信じられない」

　信じられないのはロスリンも同じだ。小さい頃からの夢が叶ってしまうなんて。ロスリンにすがりついて肩口に頭を埋めていた頬に手を置いて、彼が顔を上げたところで言った。

「……明日からよろしくお願いします、旦那様」

「尊い」

　ヘンドリックの手もロスリンの頬に触れ、少し身体を起こした彼に軽く上を向かされて唇が触れた。すぐに食むように唇が動いて舌が中に入ろうとする。

　少しだけ唇を開けばすぐに入ってきて、未だ慣れないそれに身を強張らせるロスリンの身体を抱いて口内を好きに舌が探った。

「っふ……ぅ」

「は……っ、あ」

　二人分の息遣いが寝室に響いた。最奥までつながりながらの優しいキスにむしろ身体がうずいて、ロスリンは足を擦り合わせた。そのうちに焦らされた身体が熱くなる。それは触れ合っているヘンドリックも。

「は、……」

　堪らずロスリンの腰が勝手に動いて、そこでヘンドリックがわずかに口を離した。

「そろそろいいかい？」

「……は、い」

　小さく答えると笑う気配がして、ヘンドリックが愛おしそうにロスリンの頬に唇をつけた。彼が腰に手をそえると同時にロスリンもその首に腕を回す。

「んっ……、ん」

　ロスリンの腰を掴んだ彼はことさらゆっくり入り口近くまで引き抜いたかと思うと奥へと再び挿し入れる。緩慢な動作だが長いキスの間にとろけた中はそれだけでも十分な刺激だ。

「あ、……っんぅ、あ、あ」

　ロスリンの口からは甘えた声が出た。激しくない分ヘンドリックの熱の形を意識してしまい、全部埋まるそのたびにびくびくと奥が震えた。

「っ、ロスリン、そんなに締められると……」

「……ごめん、なさ、でも、勝手に」

　まばたきで涙がこぼれる。身体の力を抜こうとするのに言うことを聞いてくれない。それを見下ろしてヘンドリックが顔を歪めて息を吐いた。

「ヘンドリック様？」

「もう夫婦なのだから、敬語はなしだよ」

　髪にヘンドリックが口づける。

　婚約者になってからも小さい頃からの刷り込みで名前をそのまま呼ぶなど、恐れ多くてできなかった。

「で、でも……っひゃ」

　突然動きが激しくなる。腰が浮くくらい突き上げられてロスリンの足がシーツを蹴った。奥を雄茎で掻き回されただけですぐに快楽が背中を駆けあがる。

　けれどもう少しで果てというところでヘンドリックは動きを止めた。

「あ、……っあ、なんで……」

　急に突き放されたような浮遊感に喘ぐとヘンドリックはロスリンの手をベッドに縫いつけてささやいた。

「名前を呼ぶまではおあずけだ」

「そんな、っ……ん、あ」

　大きな熱を受け入れるロスリンの胸を手でそっと持ち上げてヘンドリックが口にふくむ。先端を舌で転がされ、爪で軽く引っかかれるだけでもビクビクと反応してしまう。

「ふぁ、あ、……ん」

　大きな身体にのしかかられたまま胸と、愛蕾を弄られて身悶えた。優しい愛撫は達するのには少し足りない。ロスリンの快楽が高まるとふっと力を抜いて休まされるが、また再開するとさらに感度が高くなる。

「や、も……ふぁ、あ……ヘンドリックさま、っ」

「名前だけを」

「……っ、……」

「ロスリン」

「……へ、ヘンドリッ、ク……？」

「ああ」

　耐えきれず口にすればヘンドリックは責苦をやめてくれた。少しの刺激でもう果てがきてしまいそうだ。目の前に星が散るロスリンにヘンドリックがささやいた。

「ロスリン、一緒に、いいかい」

「んっ、は、……い」

「敬語は？」

　そんな会話の間にも揺さぶられて思考がまとまらない。けれど今度は優しくロスリンの快楽を引き上げる動きにとろける。

「ん、いっしょ、に、……」

　自分からキスをする。舌を絡ませて上も下もヘンドリックでいっぱいになった。

「あ、あっあ、……」

「……っぐ」

　小さく声をあげて達すれば、ヘンドリックのものも奥で震えるのがわかった。避妊具越しにそれを感じながらその後もしばらくキスをして、ゆっくりとヘンドリックが熱を引き抜く。

　上に覆いかぶさっていた彼がベッドに転がり、腰を持たれたロスリンがベッドに寝そべる彼の上に乗る。そのまま、またキスが続けられた。というよりも頭に手が置かれて顔が離れない。

「ん、ん……んっ」

　波に心地よく浸っていたロスリンは呼吸を整えながらキスをして、ようやく離れたときには――ヘンドリックのものがすでに硬さを取り戻していた。しかもすでに使用済みは取られて新しいのを装着してある。

（いつの間に！）

　もちろんロスリンがキスに溺れている間だ。先ほどまでつながっていた入り口に、ヘンドリックが切っ先を押し当てた。

「もう一回、いいかな？」

「明日結婚式ですよ……っ」

「うん。ロスリンの花嫁姿、可愛いだろうね」

　嬉しそうに言いながらキスをするヘンドリックの屹立はこの間にも少しずつ入ってきている。

「明日の初夜も楽しみだ」

「しょ、初夜……」

　散々身体を重ねてきてもう初夜も何もないだろうと思ったが、ヘンドリックには違うらしい。何をするのだろう。少し怖い。

「……だめ？」

「っ、ダメではないです、けど――っあ、ぅ……っ」

　いつかと同じようなやり取りをすれば、勿体ぶるように入り口で止まっていた屹立が一気に入ってくる。ヘンドリックの上に乗る形で、先ほどまでとは違うところに先端が当たった。

「……はぁ……」

　吐息をこぼしたヘンドリックがロスリンの脚をもう少し開かせる。それでさらに屹立が入った。

「あ、あ……ん……っ」

　何度も達した中はもう少しの刺激にも敏感に反応を返す。動くと下生え同士が擦れて妙な感覚が背中を這い上がった。

「はぁ、……ロスリン、愛してる……」

「私、も、ヘンドリック……っ」

　下から揺さぶられながら猫のように身体を倒してヘンドリックにすがりつく。大好きな腕の中でお互いに抱きつきながら、淫らで甘いキスを繰り返した。






　翌日、辺境伯の屋敷にある教会でヘンドリックとロスリンは結婚式を挙げた。出席者は両家の家族や親族に隊長含め近衛隊、そしてジョアンナもお忍びで来てくれている。

　結局昨夜は気の済むまで抱き合ってキスをして、二人とも寝不足だ。しかしロスリンは腰が痛くて立っているのもやっとなのに、ヘンドリックはやけにツヤツヤした顔で招待客に応対している。

「娘の……ロスリンの結婚を認めていただきありがとうございます」

　父の言葉に辺境伯は表情をゆるめた。

「世話になってきた男爵家の恩に報いるのが当然だ。しきたりなどよりもな。ヘンドリックにとってもそれが一番だろう」

　何もかも見透かすような視線にヘンドリックは微笑みだけを返した。

　結婚式の当人たちよりも目立っているのはもちろんジョアンナである。彼女は母の手を握った。

「お、おおお母様、よろしくお願いします！　ジョージは私が必ず幸せにします！」

「まさかジョージが女王陛下の伴侶に……」

　初めて話を聞いた母は卒倒しかけていた。

「これはもう一人か二人、育てないとねぇ」

　はっはっはと母を支えて父が笑う。






　誓いの言葉も終わり、教会中に招待客の手によってあちこちから撒かれた花びらが降り注いだ。入り口から通る優しい風にのってロスリンの髪についた花びらをヘンドリックがとる。

「あとは退場だけど、歩けそう？」

「が、頑張ります……」

　昨日の営みと慣れないヒールですでに満身創痍だがここで倒れるわけにはいかない。そんなようすを見てヘンドリックはロスリンを抱き上げた。

「わわ」

　ドレスがふわりと風をはらむ。花びらと共に光が窓から差して、招待客たちが一斉にわっと歓声を上げた。

「大好きだよ、愛してるロスリン」

　ロスリンの大好きな笑顔でヘンドリックが言う。

「私もです。ヘンドリック！」

　ロスリンは幸せな気持ちでそっと彼の額にキスをした。
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